
平成26年度　業務実績報告書

平成27年 6月

公立大学法人福岡県立大学



設立の根拠となる法律 地方独立行政法人法
設立団体 福岡県
資本金の状況 8,530,220,100円（全額　福岡県出資）

法人の概要

１．基本的情報
法人名 公立大学法人福岡県立大学
所在地 福岡県田川市大字伊田４３９５番地

沿　　　革

昭和２０年（１９４５）４月　福岡県立保健婦学校開設
昭和２７年（１９５２）７月　福岡県立保育専門学院開設
昭和４２年（１９６７）４月　福岡県社会保育短期大学（保育科、社会福祉科）開学
平成　４年（１９９２）４月　福岡県立大学（人間社会学部）開設
平成　９年（１９９７）４月　大学院人間社会学研究科（修士課程）開設
平成１５年（２００３）４月　看護学部開設
平成１８年（２００６）４月　公立大学法人福岡県立大学に移行
平成１９年（２００７）４月　大学院看護学研究科（修士課程）開設

法人の目標

　公立大学法人福岡県立大学は、社会の要請に応え、人間社会学部と看護学部の連携のもと、関連する分野に関する幅広い
視野を持ち、保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍できる資質を持った優秀な職業人を育成することを使命とする。
　特に次の取組については、中期目標期間６年間の重点事項とする。
　 ・人間社会学部と看護学部の連携により魅力ある福祉系総合大学の教育システムを構築する。
 　・地域とアジアの保健・医療・福祉に貢献する研究や社会貢献活動を推進する。
 　・専門性を備えた人材の確保・育成を図り、事務局機能を強化する。
 　・地域に貢献する大学としての認知度を高める。
　１  教　育：保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。
　　・特色ある教育の展開
　　・教員の教育能力の向上
　　・意欲ある学生の確保
　　・学生支援の充実
　２　研　究：大学の特色ある教育や地域社会の発展に役立つ研究を推進する。
　３  社会貢献：大学の特色を活かして、社会貢献活動を拡充する。
　４  業務運営：理事長のリーダーシップのもと、大学運営の改善を推進する。
　５　財務：経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。
　６  評価及び情報公開 ：評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。また、大学情報を積極的に公開する。
　　・評価
　　・情報公開

法人の業務

１　福岡県立大学を設置し、これを運営すること。
２　学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。
３　法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の法人以外の者との連携による教育研究活動
　を行うこと。
４　公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。
５　教育研究の成果を普及し、及びその活用を促進すること。
６　前各号の業務に附帯する業務を行うこと。
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２．組織・人員情報
(１)役員

　役員の定数は、公立大学法人福岡県立大学定款第７条の規定により、理事長１人、副理事長１人、理事５人以内、監事２人と定めている。また、役員
の任期は、同定款第１１条の規定に定めるところによる。

役職 氏名 任期 主な経歴

常務理事（事務局長） 武　田　清　一
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和４３年　５月　福岡県採用
平成１５年　４月　教育庁財務課長
平成１８年　４月　私学振興課長
平成２０年　４月　公立大学法人福岡県立大学
　　　　　　　　　　　常務理事（事務局長）

理事（学外） 麻　生　泰
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和５４年１２月　麻生セメント（株）取締役社長
昭和５６年　４月　（社）経済団体連合会理事
昭和５９年　４月　（社）セメント協会副会長
平成　２年　４月　（社）経済団体連合会評議員
平成　８年１２月　飯塚商工会議所会頭
平成１１年　１月　慶應義塾監事
平成１３年　８月　新・麻生セメント（株）代表取締役社長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２２年　６月　(株)麻生　代表取締役会長
平成２５年　６月　(一社)九州経済連合会会長

理事長（学長） 柴田　洋三郎
平成２４年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和４６年　３月　九州大学医学部卒業
昭和５６年　７月　シカゴ大学客員准教授
昭和６３年　９月　九州大学教授
平成　８年　９月　九州大学学生部長
平成　９年　４月　九州大学副学長（～平成１４年３月）
平成１５年１０月　九州大学副学長
平成１６年　４月　九州大学理事・副学長
平成２２年　４月　独立行政法人大学入試センター
　　　　　　　　　　　試験・研究統括官
平成２４年　４月　公立大学法人　福岡県立大学
　　　　　　　　　　　理事長・学長

副理事長 渡　橋　正　博
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和４５年　６月　文部省入省
昭和６１年　９月　九州大学人事課長
平成１６年　６月　国立大学法人名古屋大学理事事務局長
平成１７年　４月　学校法人産業医科大学常務理事
平成２６年　４月　公立大学法人福岡県立大学　副理事長

理事（学外） 芳　賀　晟　壽
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和５１年　１月　（社）北九州青年会議所理事長
昭和５６年　８月　（株）芳賀代表取締役社長・会長
昭和５６年１２月　芳賀教育文化振興会理事長
昭和６２年１０月　福岡県教育委員会委員・委員長
平成　２年１１月　社会福祉法人年長者の里理事長
平成　３年　７月　北九州商工会議所常議員
平成１４年１０月　（社）北九州高齢者福祉事業協会会長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２０年　４月　北九州市社会福祉協議会会長
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理事（学内） 松　浦　賢　長
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

平成　２年　３月　東京大学医学系研究科博士課程修了
平成　３年　３月　カリフォルニア大学バークレー校研究助手
平成　５年　４月　京都教育大学教育学部助教授
平成　９年　３月　カリフォルニア大学バークレー校客員研究
　　　　　　　　　　　員
平成１５年　４月　福岡県立大学看護学部教授
平成２０年　４月　福岡県立大学看護学部教授
　　　　　　　　　　　兼附属図書館長
平成２２年　４月　福岡県立大学看護学部教授
　　　　　　　　　　　兼附属研究所長
平成２５年　４月　福岡県立大学教員兼務理事

監事 古　本　栄　一
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

平成　６年　４月　弁護士開業
平成２１年　２月　古本法律事務所開設
平成２４年　４月　公立大学法人福岡県立大学監事

理事（学内） 石　崎　龍　二
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

平成　５年　３月　九州大学理学研究科博士後期課程修了
平成　６年　４月　福岡県立大学助手
平成１２年　４月　福岡県立大学助教授
平成２５年　４月　福岡県立大学人間社会学部教授
平成２６年　４月　福岡県立大学教員兼務理事

２０人

監事 本　田　征　洋
平成２６年４月１日
～平成２８年３月３１日

昭和４４年　９月　昭和監査法人入所
昭和５３年　７月　監査法人中央会計事務所入所
昭和５４年　４月　公認会計士・税理士本田征洋事務所開業
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学監事

(２)教員

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
１１０人 １０２人

２８人 ２３人
准教授 ３０人 ３１人 ２８人 ３４人 ３２人 ３１人
教授 ３１人 ３０人 ２８人 ２６人

１６人 １９人 ２５人
教員数

常勤（正規） １０５人 １０９人 １１０人 １１０人

２０人

５人
非常勤講師 ６５人 １１５人 １０９人 １２５人 １３４人 １２３人

助手 ２２人 １７人 １４人 １３人 １１人

内訳

２２人
助教 ６人 １２人 １５人 １７人 １９人 ２１人
講師

２２５人
教員数増減の主な理由

　常勤（正規）教員数が減少しているのは、平成25年度で退職した教員の補充ができなかったことによる。
　非常勤講師数が減少しているのは、大学院看護学研究科において未開講科目があったこと等による。

合計 １７０人 ２２４人 ２１９人 ２３５人 ２４４人
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事務局長 　

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
人間社会学 117 117 118 116 115 113

内訳 人間社会学部 117 116 118 117 116 115

113 116 118 118 119 116

119 116 116 117 116 118

119 118 120 116 115 110
大学院 110 130 120 90 90 90

看護学部 102 102 99 100 102 100
内訳 看護学部 　 102 104 101 99 102 101

102 104 101 99 102 101
大学院 108 83 79 108 104 92

(３)職員

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

２１人 ２０人 ２０人 １８人 １５人 １３人

平成26年度

職員数

１人 １人 １人 １人 1人 1人
正規職員 県派遣

７人
他団体派遣 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
プロパー ０人 ０人 ０人 ２人 ５人

０人
計 ２１人 ２０人 ２０人 ２０人 ２０人 ２０人

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

１１人
合計 ２９人 ２９人 ２９人 ３１人 ３２人 ３２人

嘱託（常勤・非常勤）等・臨時 ７人 ８人 ８人 １０人 １１人

職員数増減の主な理由

(４)法人の組織構成

　別紙のとおり

３．学生に関する情報 

関連する学
部・大学院

学部学科、大学院研究科
収容定員  (a) 収容数   (b)

定員充足率

600名 687名 115%

公共社会学科 200名 232名 116%

定員充足率の推移      (%)

(b)/(a)×100
計 630名 714名 113%

人間社会学研究科 30名 27名 90%

計 364名 365名 100%

社会福祉学科 200名 235名 118%

人間形成学科 200名 220名 110%

看護学研究科 24名 22名 92%

収容定員と収容数に差がある場合の主な理由

340名 343名 101%

看護学科 340名 343名 101%
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理事長 柴　田　洋 三 郎 平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 公立大学法人福岡県立大学理事長

副理事長 渡　橋　正　博 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 公立大学法人福岡県立大学副理事長

４．審議機関情報 

(１)経営協議会

区分 氏　　名 任　　期 現　　職

川　上　鉄　夫 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 福岡県立大学同窓会　会長

北　 原　　守 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日
社会福祉法人北九州市手をつなぐ育成会
法人顧問

学外委員 秋　吉　一　明 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 福岡県立大学と共に歩む会　会長

伊　藤　信　勝 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 田川市長

　 清　澤　　亨 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 福岡県立田川高等学校　校長

　 吉　村　恭　幸 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 (一財)福岡県社会保険医療協会　会長

齋　藤　 　明 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 独立行政法人大学入試センター　監事

佐　渡　文　夫 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 田川商工会議所　会頭

学部長 田　中　哲　也 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 人間社会学部長兼人間社会学研究科長

　 永　嶋　由 理 子 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 看護学部長兼看護学研究科長

(２)教育研究協議会

区分 氏　　名 任　　期 現　　職

学長（理事長） 柴　田　洋 三 郎 平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 理事長

教員兼務理事

細　井　　勇 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 附属図書館長　

福　田　恭　介 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 附属研究所長

　 松　浦　賢　長 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 教員兼務理事

田　中　美 智 子 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 情報処理センター長

学内組織の長

武　田　清　一 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日 事務局長

石　崎　龍　二 平成２６年４月１日～平成２８年３月３１日
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公立大学法人福岡県立大学組織図

法人

大学

平成26年4月1日現在

：理事長指名の役職者

監　　事
　（2名）

理　　事　　長 理　　事　　会 経　営　協　議　会
（理事会の諮問機関）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・理事（学外2名）
　　７名　　　（定例：年4回）

・理事長（兼学長）
・副理事長
・学外有識者（8名）
　　　　　　10名　　（定例：年4回）

副 理 事 長

（経営管理担当）

教育研究協議会
（理事会の諮問機関）常 務 理 事

学　　　　長

事務局長

（兼事務局長）
四役会議 ・理事長（兼学長）

・教員兼務理事（教育担当）
・教員兼務理事（研究社会貢献担当）
・事務局長
・附属研究所長・副学長
・人間社会学部長
・看護学部長
・附属図書館長
・情報処理センター長
　　　　　　9名　　（定例：年4回）

教員兼務理事 ・理事長
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
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（教育担当）

教員兼務理事

（研究・社会貢献担当）

看

護

学

研

究

科

人
間
社
会

学

研

究

科

看

護

学

部

人

間

社

会

学

部

部局長会議

・理事長（兼学長）
・副理事長
・常務理事（兼事務局長）
・教員兼務理事（2名）
・附属研究所長
・人間社会学部長
　（兼人間社会学研究科長）
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　　　11名　　　　（月：2回）

学

務

部

経

営

管

理

部

情

報

処

理

セ

ン

タ

ー

社

会

貢

献

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

支

援

セ

ン

タ
ー

不

登

校

・

ひ

き

こ

も

り

サ

ポ
ー

ト

セ

ン

タ
ー

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

実

践

研

究

セ

ン

タ
ー

生

涯

福

祉

研

究

セ

ン

タ

ー

本

館

・

看

護

学

部

別

館

看

護

学

専

攻

地
域
教
育
支
援
専
攻

看

護

実

践

教

育

セ

ン

タ

ー

附

属

研

究

所

附

属

図

書

館

大
学
院

学
　
部

事
務
局

学
生
支
援
班

教
務
入
試
班

総
務
財
務
班

経
営
企
画
班

心

理

臨

床

専

攻

社

会

福

祉

専

攻

看

護

学

科

人

間

形

成

学

科

社

会

福

祉

学

科

公

共

社

会

学

科



全体評価

Ⅰ　全体

Ⅱ　中期目標項目別

　　１　教育

福岡県立大学

法人自己評価 評価委員会意見・コメント等

　　学長のリーダーシップのもと、大学改革を推進しました。ガバナンス改革として、全部会を主要5委員会の下に位置づけ、意志決定のプロセスを明確にし、
　委員会・部会を活性化しました。教員個人業績評価における学長裁量枠を確保し、新たな評価方法によって個人業績評価を行いました。
　　入口管理は、質の高い学生確保のために、入試広報活動をホームページ改革を中心に積極的に行い、オープンキャンパス（3回）、入試説明会、高校訪問
　等を全学的に教職員協働で推進しました。さらに、高校教員との情報交換会を2回実施しました。その結果、平成26年度のオープンキャンパスの参加者は目
　標の140%に達し、平成26年度入学者選抜試験における学部実質倍率は3.3倍となり、辞退率については20.9%という低率を達成しました。
　　出口管理は、学生委員会の下に位置づけられた進路・生活支援部会を中心に国家試験対策に取り組み、新卒者における看護師合格率は98.7%、助産師
　100%、保健師100%、社会福祉士78.9%、精神保健福祉士88.5%と高い合格率を達成することができました。就職対策は、学生支援班及びキャリアサポートセ
　ンターの積極的関与に加え、教員対象に早期からの就職状況開示を行うことにより課題意識の共有をはかり、その結果、就職率は97.8%と高い水準を達成
　しました。
　　教育は、教養教育、専門教育に加え、両学部の専門領域を学ぶプログラム（4回授業）などを継続して実施しました。また、e-ラーニングシステムの利用促
　進を図り、119コースを開設し、学生の利用率は88.1%となりました。教員の教育能力向上のFD活動を推進し、大学院FDの充実をはかる共に、学部では5回
　のFDセミナーを開催し、教育の質の向上に取り組みました。その結果、FD研修会等への教員参加率は94.9%となりました。学生の成績評価では引き続きシ
　ラバスの改善とGPA制度を実施し、GPA高得点の学生を卒業証書授与式で表彰し、一方、GPA低得点の学生全員を面接指導しました。
　　研究は、全学的に科研費申請支援のための説明会を行い、その上で申請に向け全教員に個別に働きかけるなど、科学研究費補助金の応募率・採択件
　数の向上を目指しました。その結果、獲得金額は64,732千円、平成27年度科学研究費応募率は92.1%となり、目標を上回る水準を維持しました。附属研究
　所4センターからなる調整部会の下に公開講座小部会を設け、学内の公開講座及び県立三大学共同の公開講座の企画運営にあたり、研究成果発表・還
　元等の地域貢献活性化を図りました。査読付き論文数は49件、招待講演等の学会発表数は6件となっています。
　　研究奨励交付金事業は、プロジェクト研究において地（知）の拠点作りを目指す大学としての取り組み（COC）と交流協定を締結している海外の5大学との
　共同研究を重点課題としました。また、科学研究費申請に向けた研究費補助制度を引き続き実施したことに加え、若手教員を対象にした研究奨励交付金
　制度を導入・開始し、さらに大学院生の研究助成及び学会発表支援についても開始するなど、研究を積極的に推進してきました。「教員免許状更新講習」
　は継続して実施しました。
　　公立大学法人である本学の役割は、福祉系総合大学として保健・医療・福祉の高度な専門的人材の養成とともに地域密着型活動でありますが、地域貢
　献における各種活動を附属研究所4センターを中心に活発に行うことができました。
　　国際交流は、南京（ナンキン）師範大学、大邱（テグ）韓医大学校、北京中医薬大学（中国）、三育大学校（韓国）、コンケン大学（タイ）と学生交流を中心
　に積極的に実施し、受入留学生は16名となりました。また、短期研修制度（学生派遣）を大邱韓医大学校において初めて実施することができ、本学学生15
　名が参加しました。
　　総合的には、法人化中期計画第2期の3年目となり、第1期までの基盤整備の上に、継続した事業推進をするだけでなく、大学改革をガバナンス改革と教
　育・研究改革の両面にて推進し、強化すべき重点課題に取り組む体制を整備・運用できたと考えます。

 １．教養教育の充実については、教養科目の新たな区分を検討・決定しました。また、スキルアップゼミについては4コースを開講しました。教養演習英語クラ
 　スを後期に開講しました。看護学部2年生の英語クラスを後期より能力別編成に変更しました。また、27年度より看護学部・オーラルコミュニケションII
　　（英語）を、これまでの2クラスから3クラスに再編成して実施することを決定しました。
 ２．両学部の専門教育の充実については、人間社会学部では、教員組織を学科制からコース制へと再編し、専門性を重視した人的配置を決定するとともに、
 　必要な採用人事を行いました。看護学部では、新カリキュラム3年目の前期・後期新科目と変更科目について、担当教員から聞き取りを行いました。また、
 　学生から新カリキュラムの前期・後期科目について調査を行い、次年度の授業改善について検討しました。東洋医療と西洋医療を融合した教育プログラム
 　である「東洋看護学演習（正規授業）」を開講し、これを踏まえ来年度に向けた体制を学系調整会議等で検討・決定しました。実習教育の充実のため、人間
 　社会学部では実習教育の現状を再検討し、問題を改善しました。事前事後指導を全ての実習に関して開講しました。看護学部では実習指導者連絡会議の
 　開催や事後指導の充実などに取り組みました。両学部連携による他の専門職と協働できる実学的専門教育科目の推進として、両学部で学ぶ専門的連携
 　科目の実施及び他の学部の専門分野を学ぶ実学的教育プログラムの実施を進めました。両研究科の専門教育の充実については、人間社会学研究科では
 　カリキュラムの見直しに入り、科目担当者の変更等を行いました。看護学研究科では専門看護師コースの充実の一環として、「老年看護コース」「助産学
 　コース」の申請を行い、それぞれ認可を得ました。他大学との連携による教育の充実を目指して、人間社会学部では高度なインターンシップ活動について、
 　連携8大学を中心として新たなモデルプログラムの開発を行いました。看護学部では「ケアリングアイランド九州沖縄構想コンソーシアム」を基にした連携事
 　業において、予定を早めて8大学の単位互換制度を導入しました。
 ３．学生による授業評価アンケートによる授業改善について、学部FD部会と教務部会による合同会議を開催し、授業評価アンケートの活用について協議し
 　ました。FDセミナーを開催し、授業評価アンケートにおいて総体的に評価が低い項目を補強するための教員研修を行いました。学生座談会を開催し学生の
 　ニーズ把握を行い、教員間で共有しました。
 ４．アウトカム評価システムに従って、卒業生アンケート及び就職先アンケートを実施し、結果の分析を通して、教育に反映させる点を明らかにしました。人間
 　社会学部では、就職先アンケートの結果を分析し、次年度の実施に向けてアンケート項目の修正や拡充等を検討しました。また、卒業予定者の就職活動
 　状況を把握するアンケートについて、毎月結果分析を行い、学内組織を通じて情報共有を行うとともに、キャリア支援を進めました。看護学部では、卒業生
 　アンケートを実施し、結果の分析から課題と修正点を明らかにしました。その上で、国家試験模擬試験の結果を分析し、試験対策の集中補講を実施しまし
 　た。また、成績低迷者等に対して、強化プログラムを実施し、ゼミ担当教員と協力し、学生の精神面のサポートを行いました。その結果、両学部とも国家試験
 　合格率はいずれも全国平均を上回りました。
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　　２　研究

　　３　社会貢献

 ５．教員の教育能力の向上については、両学部でFDセミナーを開催しました。授業参観および公開授業を実施しました。両研究科ではFDセミナー実施、学外
 　セミナーへの教員派遣とともに、大学院生にアンケートを実施し、大学院生によるFD会議を開催しました。大学院FD活動には全教員が取り組みました。
 　他大学や実習先職員との合同研修による教師力向上戦略の実施として、人間社会学部では合同研修会、研究大会を行いました。看護学部では合同講習
 　会、研修会を開催しました。
 ６．優秀な学生の確保については、入試形態などと入学後の成績や進路状況との関連について分析を行いました。新たな高大連携事業の一つとして、高校
 　教諭との情報交換会を2回実施しました。人間社会学部改革に基づいた人間社会学部アドミッションポリシー（再訂版）を作成しました。大学院入試部会では
 　現状分析を行い、学部学生に対する説明会、オープンキャンパス時の説明会を開催しました。積極的な広報活動として、入試説明会や高校訪問の改善に
 　ついて検討しました。大学紹介パンフレットの内容を、全学横断的プログラムの内容を盛り込むなど魅力あるものに改善しました。
 ７．学生支援の充実については、キャリアサポートセンターと各学部・学科との連携を深め、きめ細かなキャリア形成支援を行うために、これまでの部会を改組
 　して学生委員会の下に進路・生活支援部会を新設しました。大学間の学生コンソーシアムを構築して学生間の交流を促進することに取り組みました。大学
 　院生への支援として、研究助成金制度と国内学会参加補助金制度を構築し、実施しました。
 ８．学習環境の充実としては、ＩＴ教育システムの充実を図り、eラーニングシステム研修会の開催、システムの改善、開設コースの増加促進に取り組みまし
 　た。社会人が学びやすい学習環境の充実のため、博多サテライト教室の利用を中止し、同等の利便性のある（公財）九州経済調査協会が運営する
 　「BIZCOLI」の利用を開始しました。図書館看護学部分館に設置されたラーニングコモンズの運用を開始しました。また、機関リポジトリ導入のための、指針
 　を定めました。
 ９．人間社会学部の改革としては、「全学横断型教育プログラム」を通した新履修コースを開設するために、平成27年度より教員組織の学科制（3学科及び
 　一般教育等）を廃止するとともに生涯福祉研究センターの人事枠を無くし、「人間社会学系」の1組織として運用することを決定しました。また、平成27年度
 　より、既存の履修コースを「地域社会」、「社会福祉」、「こども」、「心理」コースへ再編するとともに、上記のプログラムを通した新たな履修コースとして「総合
 　人間社会」コースを開設することとし、そのための人員配置を決定し、プログラムのために必要な教員確保のための採用人事を行いました。
 １０．両学部連携の大学院博士課程の新設については、選択と集中という考えをもとに本学における博士課程開設の妥当性を再度議論する必要があるとの
 　観点から、改革推進委員会等で議論を重ねました。

　　実施事項別評価は、Aは2項目、Bは22項目とします。

 １．地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与する研究の推進については、以下の取組を行いました。
　① 附属研究所を中心とした学際的研究プロジェクトの推進については、地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与する学際的研究プロジェクトを学内外で把握
　　し、内容を調査・検討するため、各センターが学内外の取組状況の確認を行いました。産学官連携のニュースを学内メールで公報するとともに、田川地域
　　包括連携協定に基づき、共同研究事業等の連携事業を実施するため、福岡県立大学・田川連携推進協議会を開催し、各市町村からの確認をとりました。
　　協定校等と研究者等の交流促進については、北京中医薬大学の教員2名が集中講義のため来学した際に、共同研究の可能性と担当教員について検討
　　しました。学際的研究プロジェクト数が5件、産学官連携契約件数が2件、学際的研究プロジェクト成果発表会が4回となりました。また、提携協定校との共
　　同研究数は2件、招聘件数は1件（2名）となりました。
　② 外部研究資金獲得の推進については、科研費応募率向上のための研修会を開催し、さらに個別の申請支援を行うことにより、科研費応募率が92.1%、
　　科研費獲得件数38件、金額が64,732千円となり、目標を大きく上回りました。
　③ 研究倫理の徹底については、研究倫理委員会では委員1名が学外研修に参加しました。若手研究者を対象としたセミナーを開催しました。また動物実験
　　に関する委員会では、災害等における緊急時対応マニュアルを作成しました。

　　実施事項別評価は、Aは1項目、Bは2項目とします。

 １．地域とアジアとともに発展する国際交流の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 国際交流センターを中心とした教育研究の国際化推進体制の検討については、研究奨励交付金によって共同研究を促進しました。後藤寺小学校の総合
　　学習に留学生を派遣する文化交流プログラムを実施しました。国際交流センターを開設しました。協定締結校との文化・学術交流の実績としては、教員が
　　15名交流し、文化交流プログラムを3回実施しました。
  ② 留学生の支援体制の充実については、英国短期語学演習プログラムが福岡県の「世界に打って出る若者育成事業補助金」に採択されました。交流協定
　　校への短期派遣プログラムを、予定より早めて、三育大学校と大邱韓医大学にて実施しました（学生15名参加）。韓国の威徳大学との短期研修プログラム
　　（派遣・受入）の調整を行いました。受入留学生数は16名でした。
  ③ 産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国際学術研究交流の推進については、県立大学に所蔵されている世界記憶遺産登録絵画4点について英文翻訳
　　を行いました。
 ２．県立三大学、福岡県、田川市郡との連携による社会貢献の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 附属研究所による地域課題解決のための連携取組の推進については、田川市・福岡県立大学包括的連携協定に基づく共同研究（3件）が実施されまし
　　た。福岡県立飯塚研究開発センターと連携しながら本学教員と民間企業とのマッチングを図りました。ふくおか医療福祉関連機器・実証ネットワークに参加
　　しました。県立三大学連携による公開講座を行い、131人の参加を得ました。
  ② 地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施については、生涯福祉研究センターを中心に、相談事業の実施・拡充と地域活動の強化に取
　　り組みました。ヘルスプロモーション実践研究センターを中心に、健康教室と相談事業を行いました。健康教室は57件開催しました。不登校・ひきこもりサポ
　　ートセンターを中心に、県大子どもサポーター派遣事業を行いました。延べ2,788人を派遣しました。キャンパススクール事業は延べ1,856人を対象としまし
　　た。キャンパススクールの登校開始率は67%と高い水準でした。横断型教育プログラム「援助力養成プログラム」を終えた学生（県大子どもサポーター）の
　　対人援助職への就職率は86%、子ども対象施設に限ってみると36%であり、他の学生と比較して高い割合となりました。社会貢献・ボランティア支援センター
　　を中心に、外部団体・機関と学生とのコーディネートを実施し、団体登録が148件、活動学生数が延べ414人となりました。
  ③ 資格・免許保持者等へのリカレント教育や研修の実施については、生涯福祉研究センターとヘルスプロモーション実践研究センターの2センターを中心と
　　した取組を行いました。生涯福祉研究センターでは、特別支援教育に関するスキルアップ講座や、足と靴の健康講座等を実施しました。直方市で行った
　　スキルアップ講座は、直方市との共催事業として実施しました。ヘルスプロモーション実践研究センターでは、看護師・助産師・保健師を対象としたリカレン
　　ト教育を9事業行いました。リカレント教育については、両学部合わせて60人の卒業生が参加しました。
  ④ 地域に貢献する大学としての認知度アップ戦略については、公開講座を3コース、計9回実施し、実受講者数は94名でした。山本作兵衛コレクションについ
　　ては、田川市と連携して保存管理計画（日本語版）を作成しました。山本作兵衛コレクションの展示については、4回行いました。
  ⑤ 看護実践教育センターでの認定看護師教育の充実については、リクルートのためのリカレント研修会をはじめとして、リカレント教育を実施しました。地域
　　住民・企業を対象に、糖尿病予防等に関する出前講義を行い、165人の参加を得ました。リカレント研修会の参加人数は400人、認定看護師コースの入学
　　試験倍率は0.78倍、認定審査合格率は100%となりました。

　　実施事項別評価は、Aは2項目、Bは9項目とします。
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　　４　業務運営

　　５　財務

　　６　評価及び情報公開

Ⅲ　中期目標に掲げている「重点事項」の取組状況について

 ・人間社会学部と看護学部の連携による魅力ある教育システムの構築については、引き続き「両学部で学ぶ専門的連携科目」を開講し、「他の学部の専門
 　分野を学ぶ実学的教育プログラム」を実施しました。
 ・地域とアジアの保健・医療・福祉に貢献する研究や社会貢献活動の推進については、健康教室や公開講座の取組を進め、不登校・ひきこもりサポートセン
 　ターの取組では、キャンパススクールにおいて高い登校開始率を達成しました。海外提携協定校との共同研究2件、教員交流数15名の成果を得ました。
 ・専門性を備えた人材の確保・育成については、プロパー職員を2名採用し、さらに翌年度1名の採用を決定しました。
 ・地域に貢献する大学としての認知度向上については、山本作兵衛コレクション展をテーマ別に4回開催し、認知度アップに貢献しました。

 １．地域とアジアとともに発展する国際交流の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 国際交流センターを中心とした教育研究の国際化推進体制の検討については、研究奨励交付金によって共同研究を促進しました。後藤寺小学校の総合
　　学習に留学生を派遣する文化交流プログラムを実施しました。国際交流センターを開設しました。協定締結校との文化・学術交流の実績としては、教員が
　　15名交流し、文化交流プログラムを3回実施しました。
  ② 留学生の支援体制の充実については、英国短期語学演習プログラムが福岡県の「世界に打って出る若者育成事業補助金」に採択されました。交流協定
　　校への短期派遣プログラムを、予定より早めて、三育大学校と大邱韓医大学にて実施しました（学生15名参加）。韓国の威徳大学との短期研修プログラム
　　（派遣・受入）の調整を行いました。受入留学生数は16名でした。
  ③ 産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国際学術研究交流の推進については、県立大学に所蔵されている世界記憶遺産登録絵画4点について英文翻訳
　　を行いました。
 ２．県立三大学、福岡県、田川市郡との連携による社会貢献の推進については、以下の取組を行いました。
  ① 附属研究所による地域課題解決のための連携取組の推進については、田川市・福岡県立大学包括的連携協定に基づく共同研究（3件）が実施されまし
　　た。福岡県立飯塚研究開発センターと連携しながら本学教員と民間企業とのマッチングを図りました。ふくおか医療福祉関連機器・実証ネットワークに参加
　　しました。県立三大学連携による公開講座を行い、131人の参加を得ました。
  ② 地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施については、生涯福祉研究センターを中心に、相談事業の実施・拡充と地域活動の強化に取
　　り組みました。ヘルスプロモーション実践研究センターを中心に、健康教室と相談事業を行いました。健康教室は57件開催しました。不登校・ひきこもりサポ
　　ートセンターを中心に、県大子どもサポーター派遣事業を行いました。延べ2,788人を派遣しました。キャンパススクール事業は延べ1,856人を対象としまし
　　た。キャンパススクールの登校開始率は67%と高い水準でした。横断型教育プログラム「援助力養成プログラム」を終えた学生（県大子どもサポーター）の
　　対人援助職への就職率は86%、子ども対象施設に限ってみると36%であり、他の学生と比較して高い割合となりました。社会貢献・ボランティア支援センター
　　を中心に、外部団体・機関と学生とのコーディネートを実施し、団体登録が148件、活動学生数が延べ414人となりました。
  ③ 資格・免許保持者等へのリカレント教育や研修の実施については、生涯福祉研究センターとヘルスプロモーション実践研究センターの2センターを中心と
　　した取組を行いました。生涯福祉研究センターでは、特別支援教育に関するスキルアップ講座や、足と靴の健康講座等を実施しました。直方市で行った
　　スキルアップ講座は、直方市との共催事業として実施しました。ヘルスプロモーション実践研究センターでは、看護師・助産師・保健師を対象としたリカレン
　　ト教育を9事業行いました。リカレント教育については、両学部合わせて60人の卒業生が参加しました。
  ④ 地域に貢献する大学としての認知度アップ戦略については、公開講座を3コース、計9回実施し、実受講者数は94名でした。山本作兵衛コレクションについ
　　ては、田川市と連携して保存管理計画（日本語版）を作成しました。山本作兵衛コレクションの展示については、4回行いました。
  ⑤ 看護実践教育センターでの認定看護師教育の充実については、リクルートのためのリカレント研修会をはじめとして、リカレント教育を実施しました。地域
　　住民・企業を対象に、糖尿病予防等に関する出前講義を行い、165人の参加を得ました。リカレント研修会の参加人数は400人、認定看護師コースの入学
　　試験倍率は0.78倍、認定審査合格率は100%となりました。

　　実施事項別評価は、Aは2項目、Bは9項目とします。

 １　運営体制の改善については、以下の取組みを行いました。
　① 事務局機能の強化については、プロパー職員2名を採用し、経営企画班、学生支援班に配置するとともに、平成27年度プロパー職員採用試験を三大学
　　合同で実施し、経験者1名の採用予定を決定しました。また、業務マニュアルについて、記載内容を整理するとともに、データ交換などにファイル共有シス
　　テムを活用しました。さらに、事務職員の資質・意識の向上を図るため、公立大学協会の研修・セミナーに２名の職員を参加させるとともに、学内において
　　も、26年度新規採用プロパー職員のSD研修を開催しました。
　② 教員の士気を高める教育環境の整備については、教員表彰（ベストティーチャー）の公募を行いましたが、該当者はありませんでした。また、平成27年
　　度の実施に向け、平成25年度の常勤教員の授業担当科目数の実態調査をもとに、年間担当科目数の上限を制定し、担当科目数の平準化を行いました。
　③ 教員の個人業績評価システムの改善については、平成25年度に見直した教員個人業績評価基準について、平成26年度分（27年度実施）からの導入に
　　向けた周知を行いました。
　④ リスクマネジメント体制の整備については、基本指針、危機管理規定を策定するとともに、自然災害や情報流出等、洗い出した28項目のリスクについて、
　　リスク別の対応方法を整理しました。
　
　　実施事項別評価は、Bは４項目とします。

 １　自己収入の積極的な確保については、科研費申請繁忙期に臨時職員を雇用し事務処理を支援するとともに、外部研究資金公募情報をホームページに
　随時掲載しました。
　　また、科研費応募率向上のための研修会を開催するなどの取組みにより、外部研究資金等の獲得につ いては科学研究費等の外部研究資金に加え、
　大型の教育等に関する外部資金の獲得により、目標数値を大幅に上回ること　ができました。さらに、寄附金等を増加させるため、福岡県立大学基金の
　紹介文を「大学広報」に掲載するとともに、受託研究費の基金化について検討を行いました。
 ２　運営経費の削減・抑制については、以下の取組みを行いました。
　① 業務改善による経費の削減については、物品購入等の発注方法の見直しにより、トナーなどの消耗品を発注し経費を削減しました。また、授業評価
　　アンケート等大量の集中作業等についてアウトソーシング化を検討しました。
　　　さらに、空調管理の徹底、証明の間引き、エレベータ稼働台数の削減、昼休みの消灯等を実施し、電気使用量を前年度比で６．８％削減しました。
　② 人件費の抑制については、教育研究水準の維持・向上に配慮した退職教員（教授）1名の後任として、若手教員（講師）の採用を行うとともに、時間外
　　勤務縮減の取組みを実施し、事務局職員を対象に定時退庁日を設定し、実施しました。平成26年度時間外勤務時間数は、看護学部において前年度を
　　上回ったため、前年度実績を下回ることができませんでした。
　
　　実施事項別評価は、A＋は1項目、Bは2項目とします。

 １　自己評価の効率的な実施については、県評価委員会の評価結果を学内において審議し大学運営に反映しました。また、教員の実績報告書をホーム
　　ページに掲載するとともに、認証評価受審のためのW.G.設置を検討し、27年度に設置することとしました。
 ２　広報活動の充実・強化については、ホームページの更新体制の充実と内容の掲載ページの検討を行いました。紙媒体の大学案内と大学広報を計4号
　　発刊しました。出前講義は３１回実施しました。メディアに取り上げられた回数は地方版が22件、全国版が2件でした。

　　実施事項別評価は、2項目ともBとします。
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福岡県立大学（教育）

中期目標
1　教育

項目 評価

1

年度計画項目別評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

「保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。」
(1) 特色ある教育の展開
　　　福岡県立大学は、保健・医療・福祉の専門職としての実践的能力を身に付けさせるとともに、人間社会学部と看護学部の連携のもとで、関連する分野に関する幅広い視野を持ち、現場において他の専門職種と協働できる能力を
　　育成する。
　　　人間社会学部については、今後の社会的ニーズに的確に対応するため教育内容の改革に取り組む。
　　　看護学部については、医療の高度化・ニーズの多様化に対応するため、学部及び大学院を通じた教育の充実を図る。
(2) 教員の教育能力の向上
　　　教員の教育能力向上と教育活動の活性化を図るため、効果的なファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）等の組織的な取組を推進するとともに、授業評価システムを充実させ授業改善に活用する。
(3) 意欲ある学生の確保
　　　明確な入学者受入れ方針のもと、志願者動向の分析等を踏まえた、より効果的・戦略的な広報活動を展開し大学の魅力を広く伝えるとともに、入試方法の継続的な点検・見直し、高大連携の推進などにより、大学が求める資質
　　を持ち、学ぶ意欲の高い学生を選抜する。
(4) 学生支援の充実
　　　学生の自主的・多面的な学習の支援、健康で充実した学生生活を送るための支援、自立した社会人・職業人となるための支援など、学生ニーズや社会状況を踏まえた学生支援体制の整備・充実を図る。

【カリキュラムと科目内容
の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①専門科目の基礎と社会
人・職業人として身につけ
るべき教養科目を中心
に、カリキュラムや科目内
容を検討・改編する。

1-1 【平成26年度計画】

1

【カリキュラムと科目内容の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞

○人間社会学部将来構想や看護学部学生
　のニーズ等をふまえ、強化すべき教養科
　目のカリキュラムや科目内容を継続して
　検討する。
○社会人・職業人として必要な知識・スキル
　を身につけるための新科目開設を検討す
　る。
○「スキルアップ・ゼミ」コースの改編・改善
　を実施する。

○達成目標
　・スキルアップゼミ４コースの開設
　・学生の成績：
　　教養科目全てを対象として　Ｃ以上80％

【カリキュラムと科目内容の検討・改編】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞

○人間社会学部将来構想や看護学部学生のニーズ等をふまえ、全教養科目
　（特に常勤教員担当科目）のうち、資格取得に関係しない科目を中心に、カリ
　キュラムや科目内容を見直し中。また、教養科目の三区分分けを決定。
○社会人・職業人として必要な知識・スキルを身につけるための新科目開設を
　検討した。
○「スキルアップ・ゼミ」コースは以下のとおり開催した。
　　　「スタートダッシュのための就活入門」（7月、受講者24名）
　　　「スピーキングクリニック」（12月、受講者6名）
　　　「初級日本語教授法講習会」（1月、受講者6名）（新規）
　　　「くじけないための就活塾」（1月、受講者23名）
　　また、就活塾受講者を対象にメールマガジンを週１回配信。（新規）

○目標実績
　・スキルアップゼミ４コースを開設
　・学生の成績：　教養科目全てを対象として　C以上 93.4％

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1　教養教育
の充実

　公立大学
法人福岡県
立大学の教
養教育は、
豊かな感
性、柔軟な
思考力、緻
密な論理構
成力および
自己表現能
力の習得を
めざす。
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

2 2-1 【平成26年度計画】

【教養演習・総合科目の改善】
＜教養演習・総合科目の改善＞
○教養演習の人間社会学部（人間形成学科）と看護学部の混合クラスを検討
　した。また、「教養演習担当者会議」を２回開催した。
○学生編集委員会を中心に、平成26年度教養テキストの内容・イラストを改善
　し、改訂版を作成した。
○共通テキストの大幅な見直しに関しては、前年度の案に沿って執筆者、なら
　びに依頼様式を検討した。
○総合科目内において、グローバル化へ対応するための新科目案と既存科目
　教育内容の変更について継続して検討した。

＜語学教育の充実＞
○英語外部テストを、各学部・学科の1,2年生対象に1年生は年2回（4月，1月）、
　2年生は年1回（1月）実施した。
○教養演習英語クラスを後期に開講した。（受講者4名）
○平成24年度購入した、異文化理解のための韓国の伝統衣装や伝統工芸品
　等をコリア語教育に積極的に活用。中国語クラスにおいても異文化理解のた
　めのDVD等の物品購入を終了し、教育に活用。
○語学教育カリキュラムの改編・増設に向けた検討
　26年度後期より看護学部2年生の英語クラスを能力別編成に変更した。
　また、27年度より看護学部・オーラルコミュニケションII（英語）を、これまでの
　2クラスから3クラスに再編成して実施することを決定した。

○目標実績
　・学生の成績：　全学の教養演習及び総合科目において　C以上 98.9％

2

【教養演習・総合科目の改善】
＜教養演習・総合科目の改善＞
○教養演習の授業内容・方法の充実を継続
　して行う。
○学生編集委員会を中心に、平成25年度
　教養テキストの内容・イラストを改善し、改
　訂版を作成する。
○共通テキストの大幅な見直し案の作成を
　継続して行う。
○総合科目内において、グローバル化へ対
　応するための新科目案と既存科目教育内
　容の変更について継続して検討する。

＜語学教育の充実＞
○英語教育見直しのひとつとして平成25年
　度から導入した外部テストを、各学部・学
　科の一、二年生対象に一年生は年2回、
　二年生は年１回実施する。
○教養演習英語クラスを開講する。
○平成24年度購入した、異文化理解のため
　の韓国の伝統衣装や伝統工芸品等をコリ
　ア語 教育に積極的に活用する。同様に、
　中国語クラスにおいても異文化理解のた
　めのDVD等を購入し、中国語教育、異文
　化理解の取組を本格的に実施する。
○語学教育カリキュラムの改編・増設に向
　けた検討を開始する。

○達成目標
　・学生の成績
　　＜人間社会学部＞＜看護学部＞
　　 全学の教養演習及び総合科目におい
　　て　　 C以上80％

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【教養演習・総合科目の改
善】
＜両学部の教養演習、総
合科目＞

①学生の課題発見・解決
能力、論理的思考力及び
自己表現能力を高めるた
めに、教養演習等におけ
る授業内容と方法を継続
的に改善していく。
・教養演習・総合科目の改
善
②語学について、従来の
語学教育を見直し、アジア
とともに発展する国際交流
を推進させるために、アジ
ア諸国の異文化理解と共
にコミュニケーション能力
を高める。
・英語・中国語・コリア語教
育の充実

○達成目標
・学生の成績
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞
　　：全学の教養演習及び
総合科目において　Ｃ以
上 80％
・語学教育カリキュラムと
科目内容の検討・改編
　　：2科目増設

※1　教養教
育の充実
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

２　専門教育
の充実

　専門教育
は、本学の
特色を活か
し、専門分野
だけでなく、
相互に他の
分野にも対
処できる能
力を育成す
る。
　人間社会
学部では、
現行のカリ
キュラム体
制の見直し
と再編を図
り、保健・医
療・福祉の現
場で中核と
なって活躍
する福祉専
門職、心理
専門職、地
域マネジメン
トに関する職
業人の育成
を図ってい
く。
　看護学部
では、社会
的に実践能
力の高い看
護職が求め
られており、
「学部におけ
る看護実践
能力を育成
するカリキュ
ラムの充実・
強化」が必要
である。健康
問題に対し
て広い視野
から柔軟に
対応し、創造
的な解決策
を提案できる
看護師・保健
師・助産師・
養護教諭の
育成を目指
す。なお、助
産師養成は
平成27年度
から大学院
修士課程に
移行する。
　また、専門
職としての規
範意識の向
上と職業倫
理の涵養を
強化する。
　さらに、高
度な地域保
健福祉の総
合的な実
践、保健福
祉サービス
供給のシス
テムの中枢
を担うことの
できる人材を
育成する大
学院教育の
充実を図る。

1 1-1 【平成26年度計画】

3
＜看護学部＞
○3年目に向けた新カリキュラムの科目を滞りなく実施する。
　・新カリキュラム3年目の前期・後期新科目と変更科目について、担当教員か
　 ら聞き取りを行った。
　・学生から新カリキュラムの前期・後期科目について調査を行い、次年度の授
　 業改善について検討した。
○専門職としての規範意識の向上と職業倫理を身につける。
　・新入生オリエンテーション及び、前期の１年生・3年生・4年生の実習前オリ
　 エンテーションにおいて強化を図った。また、後期の実習においても倫理意識
　 の強化を図った。
　・1年生～4年生の前期科目において、倫理に関する（法律も含め）講義を実
　 施した。また、外部講師による倫理講義についても実施した（12月10日）。

○目標実績
　・シラバスの改善科目数：　全専門科目
　・学生の成績：　専門教育科目において　Ｃ以上 88.4％

【カリキュラムと科目内容の検討】
＜人間社会学部＞
〇専門教育及び資格関係科目の充実に向
　けた教学体制の検討

　＜公共社会学科＞
　・二つのコースの専門科目の改善・充実を
　 検討する。
　＜社会福祉学科＞
　・「社会福祉士」「精神保健福祉士」「学校
　 ソーシャルワーカー」等の専門科目の改
　 善・充実を検討する。
　＜人間形成学科＞
　・三つの「履修コース」の専門科目と資格
　 免許科目の精選・充実を検討する。

＜看護学部＞
○3年目に向けた新カリキュラムの科目を
　滞りなく実施する。
　・カリキュラム検証委員会及び教務部会
　 で、3年目の新たな科目と変更科目につ
　 いて担当教員から学習内容・課題の聞き
　 取りを実施する。
　・学生からの意見聴取（前期・後期各1回）
　 を行い、その意見をカリキュラムの授業
　 内容に反映させる。
○専門職としての規範意識の向上と職業倫
　理を身につける。
　・新入生オリエンテーション、実習前オリエ
　 ンテーションで強化を図る。
　・倫理に関する講義を実施する。

○達成目標
　・シラバスの改善科目数　：全専門科目
　・学生の成績　専門教育科目において
　　：Ｃ以上　80％

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【カリキュラムと科目内容の検討】
<人間社会学部>
○専門教育及び資格関係科目の充実に向けた教学体制の検討
　教員組織を学科制からコース制へと再編し、専門性を重視した人的配置を決
定するとともに、必要な採用人事を行った。

　<公共社会学科>
　・二つのコースにおいて現在開講している科目の見直しと、 国際理解のため
　 に必要な新設科目、他学科開設科目との調整について検討を行うとともに、
　 卒業論文の評価基準の見直し、卒論指導シラバスの統一、卒論発表会指導
　 の強化を行った。
　<社会福祉学科>
　・「社会福祉士」「精神保健福祉士」「学校ソーシャルワーカー」等の専門科目
　 の改善・充実について検討した。
　<人間形成学科>
　・「心理コース」と「こどもコース」の専門科目と資格免許科目の精選・充実案を
　 作成するとともに、来年度以降のコース専門科目・共通科目、廃止科目、新
　 設必要科目等について検証し、新カリキュラムへの移行に伴う経過措置を検
　 討した。

4

【東洋医療を導入した教育プログラムの構
築】
＜看護学部＞
○東洋医療と西洋医療を融合した教育プロ
　グラムの実施とその評価・修正を行う。

○達成目標
　・学生の成績
　　：教育プログラム　C以上80％

【東洋医療を導入した教育プログラムの構築】
＜看護学部＞
○東洋医療と西洋医療を融合した教育プログラムである「東洋看護学演習（正
　規授業）」を8/18-21に開講した。これを踏まえ、来年度に向けた体制を学系
　調整会議等で検討し、決定した。

○目標実績
　・学生の成績：　教育プログラム　C以上 98.9％1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

2-1 【平成26年度計画】【東洋医療を導入した教育
プログラムの構築】
＜看護学部＞

①東洋医療と西洋医療を
融合した教育プログラム
の検討・実施
   　ホリスティック人間論、
東洋看護学演習等の教育
プログラム内容の検討

○達成目標
・学生の成績　：教育プロ
グラム　Ｃ以上80％

【カリキュラムと科目内容
の検討】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①専門教育充実の視点か
らカリキュラムと科目内容
の検討を行う。

○達成目標
・シラバスの改善科目数
：全専門科目
・学生の成績　：専門教育
科目において　Ｃ以上
80％

2
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

２　専門教育
の充実

　専門教育
は、本学の
特色を活か
し、専門分野
だけでなく、
相互に他の
分野にも対
処できる能
力を育成す
る。
　人間社会
学部では、
現行のカリ
キュラム体
制の見直し
と再編を図
り、保健・医
療・福祉の現
場で中核と
なって活躍
する福祉専
門職、心理
専門職、地
域マネジメン
トに関する職
業人の育成
を図ってい
く。
　看護学部
では、社会
的に実践能
力の高い看
護職が求め
られており、
「学部におけ
る看護実践
能力を育成
するカリキュ
ラムの充実・
強化」が必要
である。健康
問題に対し
て広い視野
から柔軟に
対応し、創造
的な解決策
を提案できる
看護師・保健
師・助産師・
養護教諭の
育成を目指
す。なお、助
産師養成は
平成27年度
から大学院
修士課程に
移行する。
　また、専門
職としての規
範意識の向
上と職業倫
理の涵養を
強化する。
　さらに、高
度な地域保
健福祉の総
合的な実
践、保健福
祉サービス
供給のシス
テムの中枢
を担うことの
できる人材を
育成する大
学院教育の
充実を図る。

51

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

3-1 【平成26年度計画】

【実践力強化のための実習教育の推進】
＜看護学部＞
 ○実習指導者連絡会議の内容を検討し、
　年１回開催
 ○実習指導体制の実施を継続する。
　・臨床教授等の称号付与の実施、臨床助
　 教の称号を運用する。
　・実習打ち合わせの充実(臨床との共同会
　 議開催)
 ○看護基本技術習得支援の実施と項目の
　検討
 ○実習の事前事後指導充実の検討

＜人間社会学部＞
○3学科がそれぞれ実施している実習教育
　について現状を分析検討し、課題を明らか
　にしていく。
○公共社会学科における実習指導の充実
　・教育実習の事前・事後指導の内容につ
　 いて検討
○社会福祉学科における実習指導の充実
　・実習指導の新体制の見直し開始する
○人間形成学科における実習指導の充実
　・実習の種類（保育所・施設・幼稚園）毎の
　 問題点の検討

○達成目標
　・看護学部における臨地実習指導体制の
　 整備
　　：実習指導者連絡会議開催　年１回以上
　・教育・保育・養護・社会福祉士実習にお
　 ける事前事後指導の充実
　　：事前事後指導科目3以上　75％
　・学生の成績
　　：事前事後指導科目　Ｃ以上80％

【実践力強化のための実習教育の推進】
＜看護学部＞
○実習指導者連絡会議の内容を検討し、従来の領域別の懇談ではなく「よりよ
　い実習にするために」というテーマで全体ディスカッションを行った。（9月16日）
○実習指導体制の実施を継続する。
　･称号付与は従来通り実施、臨床助教の称号を追加して要綱を改正した。
　（平成27年度から施行）
　・実習打ち合わせは各領域で臨床と随時実施した。
○学びのカルテを利用し各領域で確認しながら実施するよう実習運営会から
　再度教授会等で通知。領域毎に内容の見直しを通知した。
　学びのカルテをeラーニングに移行した（3月）。H27年度4月から稼働予定。
○7月に3年生全体に対し、実習事前オリエンテーションを実施。事後指導は各
　領域で実習毎に実施した。

＜人間社会学部＞
○3学科がそれぞれの実習教育について現状を分析検討し，課題を明らかにす
　るための話し合いの場を設定した．
○公共社会学科における実習指導の充実
　・学生の実態に即して担当者、学科長、担当助手で協議をすすめ，教育実習
　 事前事後指導、模擬授業対策を重点的に実施し、現場を意識した教育を徹
　 底した．
○社会福祉学科における実習指導の充実
　・新たに教員1名を配置し、実習指導体制の強化を図るとともに、社会福祉
　 士、精神保健福祉士、学校ソーシャルワークの各実習において、「実習の手
　 引き」の改訂・作成、新たな実習先の開拓、実習教育プログラムの見直しな
　 どを行い、最終的に学科でその内容を確認した．
○人間形成学科における実習指導の充実
　・学生の実習への意識を高めるために、後期末の実習の説明会を7/31に行
　 った．また、実習の種類（保育所・施設・幼稚園）毎の実際の理解を深める
　 ために、異学年合同授業を12/18に実施した．

○目標実績
　・看護学部における臨地実習指導体制の整備
　　：実習指導者連絡会議開催　1回開催
　・教育・保育・養護・社会福祉士実習における事前事後指導の充実
　　：事前事後指導科目4科目　100％
　・学生の成績
　　：事前事後指導科目　Ｃ以上 94.4％

【実践力強化のための実
習教育の充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①看護実践能力育成のた
めの実習教育の充実
②人間社会学部における
実習教育の充実
③実習前後における学習
内容の充実
　

○達成目標
・看護学部における臨地
実習指導体制の整備
　　：実習指導者連絡会議
開催　年１回以上
・教育・保育・養護実習に
おける事前事後指導の充
実
　　：事前事後指導科目3
以上　75％
・学生の成績
　　：事前事後指導科目
Ｃ以上80％

3

－13－



福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

4-1

【両学部連携による他の専門職と協働でき
る実学的専門教育科目の推進】
○保健・医療・福祉の現場の専門職を招聘
　して行う「他の学部の専門分野を学ぶ実
　学的教育プログラム」4講義の実施と平成
　27年度からの単位化案の作成
○「両学部で学ぶ専門的連携科目」（「社会
　貢献論」、「社会貢献論演習」、「不登校・
　ひきこもり援助論」、「不登校・ひきこもり援
　助応用演習」）を充実を図りながら実施
○「海外語学演習」「海外語学実習」の実施
○社会貢献論演習における成果の社会貢
　献フォーラムにおける発表
○公開卒論発表会の実施

○達成目標
  ・学生の成績　：C以上80％

1

【両学部連携による他の専門職と協働できる実学的専門教育科目の推進】
○保健・医療・福祉の現場の専門職を招聘して行う「他の学部の専門分野を学
　ぶ実学的教育プログラム」4講義を実施した。
　「スクールソーシャルワーカーの仕事」（11/26, 50名）
　「子供と関わるとき」（12/3, 42名）
　「医療現場における倫理－患者の人権と医療従事者の役割」（12/10, 50名）
　「子宮頸がんや乳幼児の予防接種－被害と現状－」（12/10, 33名）
　平成27年度から開講する科目「専門職連携入門」の単位化に向けた実施案
　を作成した。
○「両学部で学ぶ専門的連携科目」（「社会貢献論」受講者115名、「社会貢献論
　演習」受講者5名、「不登校・ひきこもり援助論」受講者177名、「不登校・ひきこ
　もり援助応用演習」受講者11名）の充実を図りながら講義を行った。
○「海外語学実習事前指導」と「海外語学実習」（受講者23名）を実施した。
○社会貢献論演習における成果を社会貢献フォーラムで発表した。
　（1/27, 参加者：学生17人, 教職員10人, 学外者3人）
○公開卒論発表会（人間社会学部）を実施した。（2/3, 外部参加者17人）

○目標実績
  ・学生の成績：　C以上 100％

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

6

【平成26年度の実施状況】【平成26年度計画】4 【両学部連携による他の
専門職と協働できる実学
的専門教育科目の推進】
　
①保健・医療・福祉の現場
の専門職を招聘し「他の
学部の専門分野を学ぶ実
学的教育プログラム」の充
実を図るとともに、選択科
目としての単位化を検討
する。
②「両学部で学ぶ専門的
連携科目」（「社会貢献
論」、「社会貢献論演習」、
「不登校・ひきこもり援助
論」、「不登校・ひきこもり
援助応用演習」）の充実を
図る。
③両学部の学生が共に海
外の保健・医療・福祉の現
場を訪れ、語学を学びな
がら現場体験を行う「海外
語学実習」の実習先の開
拓を行うとともに、その事
前準備のための「海外語
学演習」の充実を図る。
④社会貢献フォーラムと
公開卒論発表会の開催

○達成目標
・学生の成績　：Ｃ以上
80％

※２　専門教
育の充実
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

7

【高度専門職業人の人材育成】
＜人間社会学研究科＞
〇高度専門職業人の育成に向け、人間社
　会学部の改革検討に合わせて大学院修
　士課程のカリキュラムの見直し検討

　地域教育支援専攻
　　・人間社会学部の改革方針を踏まえ、中
　　 期的なカリキュラム充実案の検討を開
　　 始する。
　心理臨床専攻
　　・資格認定協会の実地視察の結果を踏
　　 まえて施設の改善を検討する。
　　・資格認定協会の実地視察の結果を踏
　　 まえて必修科目の担当者分担を協議す
　　 る。
　　・アンケート調査の結果に基づき、開講
　　 科目の検討を行う（新設、科目名・講義
　　 内容の変更など）。
　社会福祉専攻
　　・「障害者福祉研究」「子ども家庭福祉研
　　 究」「福祉制度比較研究」を開講し、教
　　 育内容の充実を図る。

○達成目標
　・充足率　　 社会福祉専攻　　　　：100％
　　　　　　　　　心理臨床専攻　　　　：100％
　　　　　　　　　地域教育支援専攻　：100％

【高度専門職業人の人材育成】
＜人間社会学研究科＞
○高度専門職業人の育成に向け、人間社会学部の改革検討に合わせて大学
　院修士課程のカリキュラムの見直し検討

　地域教育支援専攻
　・人間社会学部の改革方針を踏まえ、中期的なカリキュラム充実案の検討を
　 行った。
　心理臨床専攻
  ・資格認定協会に、施設改善に関する変更案を提出し了承された。変更案に
　 基づき、心理学実験棟全体を心理教育相談室とし、心理学実験施設を他に
　 移設する計画を来年度より実施することを決定した。
　・資格認定協会の実地視察の結果を踏まえて、必修科目「臨床心理学特論」
　 の分担担当者を決定した。
　・アンケート調査の結果に基づき、「臨床心理査定演習」「臨床心理面接特論」
　 の担当者を変更する。変更時期は、国家資格化の動向を踏まえて判断する
　 ことを決定した。
　社会福祉専攻
　・「障害者福祉研究」「子ども家庭福祉研究」「福祉制度比較研究」を開講し
　 た。

○目標実績
　・充足率 （入学者数）/（入学定員）
　　　　　　　　　社会福祉専攻　：　66.7％　（4人/6人）
　　　　　　　　　心理臨床専攻　：　133.3％　（8人/6人）
　　　　　　　　　地域教育支援専攻：　0％　（0人/3人）

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・充足率
　社会福祉専攻、地域教育支援専攻に
おいて定員に満たなかった。土日開講
の実施など、社会人にも学びやすい環
境の整備に向けた検討を行っている。

5-1 【平成26年度計画】5 【高度専門職業人の人材
育成】
＜人間社会学研究科＞

①高度専門職業人の育成
を重視したカリキュラム体
制にしていくため、人間社
会学部の改革検討に合わ
せて大学院修士課程の見
直し検討を行う。

○達成目標
・充足率
　（入学者数）／（入学定
員）　：100％

※２　専門教
育の充実
の続き

－15－



福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

6

No.1
「②入学者
選抜試験
（大学院）」

81

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・充足率
　志願倍率や充足率を高めるための検
討資料として教員から意見を募り、そ
の分析等を行い今後の方向性を検討
する部会を大学院学務部会と共同で
設置した。助産学コース及び老年看護
専門看護師コースの開設に伴い、志願
者・入学者は増加したが、定員を充足
するまでには至らなかった。

6-1 【平成26年度計画】

＜看護学研究科＞
○高度な看護専門職教育の充実・見直し検討
　・精神看護専門看護師コース（38単位）の認定審査申請について、準備を進
　 めた。
　・老年看護専門看護師コースの認定審査申請については、1月31日付けで承
　 認された。27年度開設へ向けて準備を行った。
　・がん看護専門看護師コースについては、臨地実習に関する申し合わせやル
　 ール作りを実施。 38単位コース申請へ向けて情報収集を行った。
　・助産学コースの設置については、8月29日付けで承認を受け、27年度開設
　 へ向けて準備を行った。院生室等の環境整備を実施した。
○現場看護職の研究支援及び相互交流による高度実践能力の育成（継続）
　　研究支援他16件実施
○大学間のがんプロフェッショナル連携の構築(継続）
　・ｅラーニングクラウド参加を継続した。
　・ｅラーニングクラウド開講科目受講については、該当者なし
　　(1年次科目のため。本年度は入学者無し）
　・がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン会議参加については、テレビ会
　 議2回、西日本がんプロシンポジウム参加（10月18日，福岡市）、及び第二
　 期がんプロフェッショナル養成基盤推進 プラン中間シンポジウム参加及び
　 発表（2月2日，九州大学）を行った。
○修士修了生の支援について、平成27年度実施に向け検討する。
　現在、CNSコース修了生に対して行っている専門看護師認定申請の支援を
　さらに3コース（がん、精神、老年）に広げるとともに、研究コースに関しても
　継続的な支援内容に関して検討を行った。

○目標実績
　・専門看護師教育課程増設準備ワーキンググループ会議の開催：　5回実施
　・充足率（入学者数）/（入学定員）：　83.3％（10人/12人）

【高度専門職業人の人材育成】
＜看護学研究科＞
○高度な看護専門職教育の充実・見直し
　検討
　・精神看護専門看護師コース開講
　　平成27年度に臨床看護学領域専門看護
　　師コース(精神看護専門看護師)(38単位)
　　教育課程の認定申請を行う為,その準備
　　を行う
　・老年看護専門看護師コースの認定審査
　　申請：　申請書類を準備し、平成26年7
　　月に申請書類提出を行う。
　・がん看護専門看護師コースの充実（継
　　続）：　臨地実習に関する申し合わせや
　　ルール作りを充実する。38単位コース申
　　請に向けた情報収集を行う。
　・助産学コースの設置申請：
　　平成27年度開講に向け、5月文科省申
　　請など開講準備や教育環境の整備を行
　　う。
○現場看護職の研究支援及び相互交流に
　よる高度実践能力の育成（継続）
○大学間のがんプロフェッショナル連携の
　構築(継続）
　・ｅラーニングクラウド参加継続
　・ｅラーニングクラウド開講科目受講
　　（１科目以上／学生１人）
　・がんプロフェッショナル養成基盤推進プ
　 ラン会議参加
○修士修了生の支援について、平成27年
　度実施に向け検討する。

○達成目標
　・専門看護師教育課程増設準備ワーキン
　 ググループ会議の開催(5回/年以上）
　・充足率（入学者数）/（入学定員）：100％

【高度専門職業人の人材
育成】
＜看護学研究科＞

①高度な看護専門職教育
の充実
②現場看護職の研究支援
及び相互交流による高度
実践能力の育成
③大学間のがんプロフェッ
ショナル連携の構築

○達成目標
・充足率　（入学者数）／
（入学定員）　：100％

※２　専門教
育の充実
の続き

－16－



福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

7

【他大学との連携による教育の充実】
＜人間社会学部＞
　公共社会学科、社会福祉学科、人間形成
学科の専門領域に対応した高度なインター
ンシップ活動について、23大学との連携の
方向性を検討し、教育の充実に向けた連携
プログラムの検討を行う。

＜看護学部＞
○ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
　アムの充実
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
　 アム会議を開催する。
○連携８大学及びステークホルダーの代表
　からなる共同教育連携運営協議会の開催
　・ホームページを更新し、ニューズレターを
　 発行する。
　・外部評価委員会による事業評価を実施
　 する。
○使命感育成を担当するキャリア像確立部
　会を開催し、事業計画の検討・修正を行う
　・キャリア像確立講義を段階的に実施する
　・ナーシングキャリアカフェを開催する。
　・連携大学の卒業生に対する離職率調
　 査・就職先調査を実施する。
○単位互換を担当する統一コード化部会を
　開催し、事業計画の検討・修正を行う
　・連携大学での講義の相互受講を平成27
　 年度実施に向け検討する。
　　（国際協力看護領域及び災害看護領域
　　 で段階的に実施）
　・キャリア像確立講義及び特徴科目にお
　 ける授業の一部をオンデマンド配信でき
　 るようコンテンツ化する。
　・新規付加価値コース授業群を検討する。
○合同短期研修を担当する研修調整部会
　を開催し、事業計画の検討･修正を行う
　・国際協力看護領域及び災害看護領域に
　 おける合同短期研修を試験的に実施する
　・新規付加価値コースにおける合同短期
　 研修を検討する。

○達成目標
　・大学間連携による開講科目数　：１科目
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシ
　 アム会議
　　：対面会議　2回／年
　　：テレビ会議　2回以上  ／年

7-1 【平成26年度計画】【他大学との連携による教
育の充実】

・専門領域に応じた他大
学との連携による教育の
充実＜人間社会学部＞
・ケアリングアイランド九
州・沖縄コンソーシアムの
構築＜看護学部＞

①両学部において、専門
領域に応じた他大学との
連携プログラムを検証し、
実施する。
②看護学部においては、
ケアリングアイランド九州・
沖縄コンソーシアムを構築
し、講義の相互受講シス
テム、大学連携による授
業科目の提供など、教育
の充実を図る。

○達成目標
・他大学との連携プログラ
ムの件数　：1件以上／年
　＜人間社会学部＞
・大学間連携による開講
科目数　：１科目以上
　＜看護学部＞
・ケアリングアイランド九
州・沖縄コンソーシアム会
議
　　：対面会議　１回／年
　　：テレビ会議　2回以上
／年

91

【平成26年度の実施状況】

A

【高く評価する点】
　8大学の単位互換制度を年度を早め
て実施することができた。
　・連携大学での講義の相互受講につ
いては、10月に単位互換協定を締結し
た。11月より国際協力看護領域の授業
のVOD収録を開始し、12月から2月に
かけ配信を実施した。受講生は6名で、
本学より1名の学生が参加した。
　・キャリア像確立講義及び特徴科目
における授業の一部をオンデマンド配
信用にコンテンツを完成させた。
　・新規付加価値コース授業群が完成
し、内容を反映した特別聴講学生募集
要項が完成した。平成27年度より単位
互換・相互受講を開始するため、3月よ
り受講生募集を開始した。

【実施（達成）できなかった点】

＜人間社会学部＞
　公共社会学科、社会福祉学科、人間形成学科の専門領域に対応した高度な
インターンシップ活動について、「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体
制整備事業」連携23大学の中のインターンシップグループ校8大学を中心として
「効果的かつ持続可能なインターンシップモデルプログラム」の開発を行った。こ
の成果報告会を11月29日（土）に開催した。学生が長期休暇を利用したインター
ンシップを郷里で実施する体制作りの足掛かりとして、下関市立大学との連携
によるインターンシップの取組を実施した（9月）。

＜看護学部＞
○ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアムの充実
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアム会議を5回、学長会議を1回開
　 催した。
○連携８大学及びステークホルダーの代表からなる共同教育連携運営協議会
　の開催
　・ホームページは随時更新し、ニューズレターを2号発行した。
　・外部評価委員会による事業評価を1回実施した。
○使命感育成を担当するキャリア像確立部会を開催し、事業計画の検討・修正
　を行う。
　・キャリア像確立講義Ⅰ、Ⅱのコンテンツを完成させ、3月より受講受付を開始
　 した。
　・ナーシングキャリアカフェを21回開催した。
　・連携大学の卒業生に対する離職率調査・就職先調査について、平成24年度
　 離職率調査を実施した。回収率は51.3％（152病院中78病院）。
　 就職先調査は3月に調査を開始した。締め切りは27年度4月である。
○単位互換を担当する単位互換・相互受講部会（旧：統一コード化部会）を開
　催し、事業計画の検討・修正を行う。
　・連携大学での講義の相互受講を開始した。。
　・キャリア像確立講義及び特徴科目における授業の一部についてコンテンツ
　 化した。
　・新規付加価値コース授業群が完成し、内容を反映した特別聴講学生募集要
　 項が完成した。
○合同短期研修を担当する研修調整部会を開催し、事業計画の検討･修正を
　行う。
　・国際協力看護領域及び災害看護領域における合同短期研修をそれぞれ1
　 回ずつ実施した。
　・新規付加価値コースにおける合同短期研修として、島嶼保健看護研修を実
　 施した。

○目標実績
　・大学間連携による開講科目数　：3科目
　・ケアリングアイランド九州沖縄コンソーシアム会議
　　：対面会議　6回／年　　：テレビ会議　2回／年

※２　専門教
育の充実
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1-1 【平成26年度計画】

10

【学生による授業評価の実施と有効活用】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞

○学生による授業評価の実施（前期、後期）
　・授業評価による授業改善目標の設定に
　 ついて教務部会と連携して実施する。
○授業評価の利用に関するＦＤセミナーの
　開催
○学生による授業評価を聴取するため学生
　座談会を実施する。
○学生による授業評価をＦＤにつなぐ「評価
　システム」の一部としてのFDセミナーを実
　施する。

○達成目標
　・学生による授業評価結果を反映したFD
　 セミナーの開催：　年1回以上
　・学生による授業評価の回収率
　　：各授業科目の回収率70％以上

【学生による授業評価の実施と有効活用】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞

○学生による授業評価アンケートを前期と後期に実施した。
　・授業評価アンケートによる授業改善目標の設定等について，3月3日に学部
　 FD部会と教務部会で合同会議を開催して協議した。
○授業評価アンケートのなかで，相対的に評価が低い項目を補強するための
　FDセミナーを、以下のとおり開催した。
　　学生相談室共催FDセミナー（11/26）
　　　「学生支援のための連携」　講師：本学教員2名
　　学部FDセミナー（2/26）
　　　「〈新しい能力〉とその形成・評価をめぐって」　講師：外部講師1名
○学生による授業評価アンケートや授業のあり方に関する意見を聴取するた
　め，学生座談会等を全学科で実施した。
○学生による授業評価アンケートと教員自己評価を表裏一体としたものを「評
　価システム」としてとらえ，学部FDセミナーにて議論した。

○目標実績
　・学生による授業評価結果を反映したFDセミナーの開催：　1回
　・学生による授業評価の回収率：　各授業科目の回収率　86.1％

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【学生による授業評価の
実施と有効活用】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①学生による授業評価の
継続的実施（前期、後期）
とその結果に基づくＦＤセ
ミナーの開催などを通じて
教育内容の改善を図る。
　また学生との座談会等を
実施する。

○達成目標
・学生による授業評価結
果を反映したFDセミナー
の開催
　　：年1回以上
・学生による授業評価の
回収率
　　：各授業科目の回収率
70％以上

1３　教育効果
を検証する
システムの
構築

　十分な教
育と厳格な
成績評価を
行い、確実な
知識と技術
を身につけ
た専門職業
人を育成す
る。
その教育効
果を検証す
るための評
価システムを
構築する
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

2

【アウトカム評価システムの充実】
○アウトカム評価システムを実施する。

＜人間社会学部＞
○就職先アンケート内容の検討を行い、ア
　ンケートを実施する。
　・就職先アンケートを継続的に実施する。
　・就職先アンケートの結果を分析し、来年
　 度の実施に向けて結果を反映させる
　 （アンケート項目の修正や拡充）。
　・各学科及びキャリアサポートセンター間
　 でキャリア支援に関する情報を共有する
　 とともに、効率的な役割分担を進める。
　・卒業予定者の就職活動状況を把握する
　 アンケートを早期に実施する。
　 その結果に基づきキャリアサポートセン
　 ター等と連携して学生への情報提供や個
　 別指導を行う。
　・卒業生アンケートの実施・修正を行う。

＜看護学部＞
○就職先アンケート等により教育ニーズを
　把握するとともにきめ細かな国家試験対
　策を行う。
　・就職先アンケート調査を実施し、教育ニ
　 ーズを把握する。
　・国家試験不合格者に対して、定期的に
　 （6月・11月）連絡をとり、個々に応じた支
　 援を行う。
　・ゼミ担当教員と連携し、病院・施設の情
　 報提供や就職相談を実施する。
　・国家試験対策として定期模試を実施す
　 る。
　・模試の結果を分析し、強化すべき領域の
　 補講を全体および個別に実施する。
　・成績低迷者向けの強化プログラムを実
　 施する。
　・ゼミ担当教員と連携し、精神面のサポー
　 トを行う。
　・卒業生アンケートの実施・修正を行う。

○達成目標
　・アンケート内容の見直し　：年1回以上
　・就職率（就職者数／就職希望者数）
　　：95％以上
　・国家試験合格率
　　　看護師　：98％以上
　　　保健師　：90％以上
　　　助産師　：90％以上
　　　社会福祉士　：70％以上
　　　精神保健福祉士　：70％以上

2-1 【平成26年度計画】

No.8
「資格試験
合格率、免
許の取得」

No.18
「就職状況」

11

＜看護学部＞
○就職先アンケート等により教育ニーズを把握するとともにきめ細やかな国家
　試験対策を行う。
　・病院就職説明会（4月30日）で，就職先アンケート調査を実施し，教育ニーズ
　 を把握した。
　・国家試験不合格者に連絡を取り，看護師国家試験受験希望者2名に対して
　 個別指導を行った結果，2名とも合格した。
　・病院・施設の情報をメール・掲示で提供し就職相談を随時行った。
　・国家試験模擬試験を看護師6回，保健師6回，助産師5回実施した。
　・模試の結果を分析し，試験対策の集中補講を9月・11月・12月に実施した。
　・成績低迷者に対して，強化プログラムを11月より実施した。
　・ゼミ担当教員と協力し，学生の精神面のサポートを行った。
　・卒業生アンケートを実施，結果の分析から課題と修正点を明らかにした。

○目標実績
　・アンケートの見直し：　1回
　・就職率 （就職者数/就職希望者数）：　97.8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人間社会 96.6％、看護 100％）
　・国家試験合格率
　　看護師：　98.7％
　　保健師：　100％
　　助産師：　100％
　　社会福祉士：　78.9％
　　精神保健福祉士：　88.5％

1

【平成26年度の実施状況】

A

【高く評価する点】
　就職率及び国家試験合格率がいず
れも達成目標を上回った。中でも社会
福祉士については、全国平均27.0％に
対して、78.9％を達成できた。

【実施（達成）できなかった点】

○アウトカム評価システムを実施する。
　・アウトカム評価システムに従って，卒業生アンケート及び就職先アンケート
　 を実施し，結果の分析を通して，教育に反映させる点を明らかにした。

＜人間社会学部＞
　・就職先アンケートの結果を分析し、次年度の実施に向けてアンケート項目の
　 修正や拡充等を検討した。
　・卒業予定者の就職活動状況について、ゼミ担当教員が各学生の状況を把
　 握し、キャリアサポートセンターや学生支援班で情報集約を行い、学内組織
　 等を通じることにより、情報の共有を図った。その後、各学科の就職活動時
　 期に照らし合わせ、支援が必要と考えられる学生にはコンタクトを取り、情報
　 提供や個別指導をキャリアサポートセンター等で行った。
　・卒業予定者の就職活動状況を把握するアンケートについて、毎月結果分析
　 を行い、学内組織を通じて情報共有を行うとともに、効果的なキャリア支援を
　 進めた。また、就職先の区分を進路・生活支援部会内で検討し、修正案を作
　 成した。 来年度から修正した区分で集計をする予定である。
　・卒業生アンケートについて、前回の結果を踏まえ、進路・生活支援部会内で
　 項目の見直しを行った上で、平成24・25年度の卒業生に対してアンケートを
　 送付し、結果を集計した。

【アウトカム評価システム
の充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①就職先へのアンケート
を実施する。
②卒業生の実態を把握す
るアンケートを実施する。
③就職先の評価、卒業生
の実態、就職先等を総合
的に評価し、対応を考える
システムを作る。
　

○数値目標
・アンケート内容の見直し
：年1回以上
・就職率（就職者数／就職
希望者数）　：95％以上
・国家試験合格率
　看護師　：98％以上
　保健師　：90％以上
　助産師　：90％以上
　社会福祉士：70％以上
　精神保健福祉士：70％
以上

※３　教育効
果を検証す
るシステム
の構築
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1-2 【平成26年度計画】

13

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
　
○大学院ＦＤ活動の推進
　・各専攻によるＦＤ研修会議の開催
　 （各専攻1回以上）
　�・学外の講師によるＦＤセミナーの開催
　 （1回）
　�・学外で開催されるＦＤセミナーへの参加
　 （延べ2回以上）
　�・学内の講師によるＦＤセミナーの開催
　 （1回）
　・大学院生へのアンケート実施（1回）
　　カリキュラム、授業、実習、修士論文作
　　成等の観点及び総合評価について満足
　　度を問う
　・アンケート結果をもとにした大学院生参
　 画によるFD会議の開催（1回）
　・大学院生参画FD会議をもとにした関係
　 機関への提案
　�・ＦＤ活動の整理と記録

○達成目標
　� 大学院教員の大学院ＦＤ研修会への参加
1回以上の教員：　95％
　� 大学院生の満足度：　「中」以上：75％

○大学院ＦＤ活動の推進
　・各専攻によるＦＤ研修会議を人間社会学研究科 各専攻1回、看護学研究科
　  2回　開催した。
　�・学外の講師によるＦＤセミナーを2月6日に開催した。　参加者35名。
　�・学外で開催されるＦＤセミナーに延べ2回参加した。
　�・学内の講師によるＦＤセミナーを2月4日に開催した。　参加者35名。
　・大学院生へのアンケートを1回実施した。
　・アンケート結果をもとにした大学院生参画によるFD会議を 2月17日に開催し
　 た。
　　参加者　院生：人間社会学研究科3名、看護学研究科3名、教員：5名
　・大学院生参画FD会議をもとに関係部署へ提案し、検討結果を回収して今後
　 の改善につなげることとした。
　�・ＦＤ活動の整理と記録をまとめ、FD活動報告書をまとめた。

○目標実績
　大学院教員の大学院FD研修会への参加1回以上の教員：　100％
　大学院生の満足度：　「中」以上：96.2％

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.10
「FD」 12

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞

○ＦＤセミナー（ワークショップや研修会な
　ど）を企画・実施し、授業改善に活かされ
　たかを検証する。
○教員間の授業参観システムのフォーム作
　成と試行・実施
○公開授業の方法や効果的な実施に向け
　た課題の整理及び実施
○教員の授業自己評価の実施・修正

○達成目標
　・ＦＤ研修会等教員参加率：95％
　・学生の成績
　 ＜人間社会学部＞＜看護学部＞
　　：両学部の常勤教員の全教科において
　　　C以上80％
　・教員間の授業参観　：年1回以上

【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○ＦＤセミナーを5回にわたり実施し、各セミナーにおいてアンケートをとり、授業
　改善に活かされるか検証した。
　①学生相談室共催FDセミナー（11/26）
　　「学生支援のための連携」　講師：本学教員１名
　②授業参観兼ＦＤセミナー（12/18）
　　「発達障害を持ちながら生きていくこと」　講師：外部講師１名
　③大学院ＦＤセミナー（2/4共催）
　　「参加教員による報告会」　講師：本学教員２名
　④大学院ＦＤセミナー（2/6共催）
　　「大学院生を伸ばす教育技術とは何か－技術と技能の観点から－」
　　　講師：学部講師１名
　⑤学部FDセミナー（2/26）
　　「〈新しい能力〉とその形成・評価をめぐって」　講師：外部講師1名
○昨年度作成した教員間の授業参観システムのフォームをさらに改訂し、授業
　参観の実施に用いた。延べ16名が授業を参観した。
○公開授業を2回実施し、参加者からのアンケートをもとに事前周知方法等の
　課題について改善策を学部FD部会で議論した。
○前期・後期分の教員の授業自己評価を実施し、今後の進め方について学部
　FD部会にて検討した。

○目標実績
　・ＦＤ研修会等教員参加率：　94.9％
　・学生の成績：　両学部の常勤教員の全教科において　C以上90.8％
　・教員間の授業参観　：延べ16回実施

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1-1 【平成26年度計画】【教員のＦＤ活動の推進】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①ワークショップや研修会
などを企画し、実施し、授
業改善に活かされたかを
検証する。
②教員間の授業参観シス
テムの構築
③Best Teacherによる公
開授業の実施

○達成目標
・ＦＤ活動等への教員参加
率　：100％
・学生の成績
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞
　　：両学部の常勤教員の
全教科において　C以上
80％
・教員間の授業参観シス
テムの構築
　　：教員間の授業参観を
実施　年1回以上

1４　教員の教
育能力の向
上

　学生にわ
かりやすい
授業を提供
するために
教員の教育
力の向上を
図る
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1 B 14

【他大学や実習先の職員との合同研修によ
る教師力向上戦略の推進】
＜人間社会学部＞
○他大学との合同研修会などの検討
　・社会福祉士養成校協会九州ブロックの
　 加盟校として、研究大会及び合同研修会
　 等を継続実施する。
○ブラッシュアップのためのセミナーを開講
　する。

＜看護学部＞
○臨床と教育研究との連携を図り、以下の
　取組を行う。
　・臨床との共同研究を実施
　・教員と臨床教授等の合同講習会実施
　　年１回以上
　・実習に関する他大学との合同研修会、
　 FD等を平成27年度実施に向け検討す
　 る。
　・臨床教授制（助教）を再整備して実施

○達成目標
　＜看護学部＞
　・臨床との共同研究を実施（1件以上／年）

【他大学や実習先の職員との合同研修による教師力向上戦略の推進】
＜人間社会学部＞
○他大学との合同研修会などの検討
　・社会福祉士養成校協会九州ブロックの研修企画会議に参画し、研修担当校
　 として、研修（9月15日、12月7日開催）及び研究大会（2月19、20日開催）を
　 実施した。
○ブラッシュアップのためのセミナーを開講する。
　　フィリピンの子供を支援するＮＧＯの代表であるソル・バルベロ氏を招聘し、
　 「フィリピンにおける児童家庭福祉とソーシャルワーク教育について」をテーマ
　 としたブラッシュアップセミナーを社会福祉学科教員等に対して開催した。
　　（7月31日、参加者11名）

＜看護学部＞
○臨床と教育研究との連携を図り、以下の取組を行う。
　・臨床との共同研究は16件実施した
　・教員と臨床教授等の合同講習会は、「『教える』コミュニケーション」というタイ
　 トルで、教員・実習指導者研修会を1回実施（9月16日）した。
　・実習に関する他大学との合同研修会、FD等を平成27年度実施に向け検討
　 を行った。
　・臨床教授制（助教）を再整備し、規程を改正した。（27年度から施行）

○目標実績
　＜看護学部＞
　・臨床との共同研究実施：　16件

【平成26年度の実施状況】 【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

2-1 【平成26年度計画】【他大学や実習先の職員
との合同研修による教師
力向上戦略の推進】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①看護学部と臨床との看
護ユニフィケーションを構
築し、教員の臨床での継
続教育への参画を企画、
実践していく。
②大学と臨床現場との看
護実践・教育・研究が有機
的に連携するために、臨
床教授等と協働したワー
クショップや講習会などを
企画し、実習指導力を向
上させる。
③両学部と他大学との情
報共有しながら、教育能
力向上のための合同研修
会などについて、検討及
び実施する。

○達成目標
・臨床との共同研究数　：
年に1件以上
・教員・指導者講習会実施
数　：年に1回以上
・教員の臨床継続教育者
数　：年に1人以上
・他大学との合同FD開催
数　：年に1回以上

2※４　教員の
教育能力の
向上
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

【アドミッションポリシーに合った質の高い学
生の確保】
＜学部＞
〇アドミッションポリシーに合った質の高い
　学生を確保するために、以下の取組を行
　う。
　・入試時の成績や入試形態などと入学後
　 の成績との関連について、平成27年度か
　 らの本格実施に向け分析を行う。
　・新たな高大連携事業を試行する。
　・人間社会学部改革案に基づき、アドミッ
　 ションポリシーの変更を検討する。

＜大学院＞
○大学院入試部会を複数回開催し、現状
　分析を行い、アドミッションポリシーに合っ
　た社会人志願者の確保について検討す
　る。
○大学院入試説明会を継続して実施する
  ・看護学研究科に新たに設置する助産学
　 コースの入試説明会の実施

○達成目標
　・一般入試の志願倍率 （志願者数／募集
人員）
　　公共（6.5倍）、社福（6.0倍）、形成（7.5
倍）、看護（5.5倍）
　・両学部における辞退率（辞退者数/合格
者数(追加除く)）：25％以下
　・充足率＜大学院＞　（入学者数／入学定
員）
　　：大学院における充足率　100％
　・出前講義数及びアンケート
　　：20回以上、良好評価75％以上

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】
　

【実施（達成）できなかった点】
・充足率
　看護学研究科においては、志願倍率
や充足率を高めるための検討資料とし
て教員から意見を募り、その分析等を
行い今後の方向性を検討する部会を
大学院学務部会と共同で設置した。助
産学コース及び老年看護専門看護師
コースの開設に伴い、志願者・入学者
は増加したが、定員を充足するまでに
は至らなかった。
　人間社会学研究科においては、土日
開講の実施など、社会人にも学びやす
い環境の整備に向けた検討を行ってい
る。

1 1-1 【平成26年度計画】

【アドミッションポリシーに合った質の高い学生の確保】
＜学部＞
○アドミッションポリシーに合った質の高い学生を確保するために、以下の取組
　を行った。
　・入試形態などと入学後の成績や進路状況との関連について分析を行った。
　・新たな高大連携事業の一つとして、以下の内容について、高校教諭との情
　 報交換会を2回実施 （8月18日、25日　計10校参加）
　　　①高校生向けサマーセミナー（福岡県立大学での体験学習）について
　　　②高等学校でのキャリア教育の取組について
　　　③高等学校での「話す力・聞く力」を高める取組について
　　情報交換会で把握したニーズを踏まえ、ワーキンググループを設置し、平成
　 27年度に行う「高校生向けサマーセミナー」に関する検討を開始
　・人間社会学部改革案に基づき、人間社会学部アドミッションポリシー（再訂
　 版）作成

No.1
「入学者選
抜試験」

No.5
「出前講義」

15

＜大学院＞
○大学院入試部会を4回開催し、現状分析を行い、アドミッションポリシーに合っ
　た社会人志願者の確保について検討した。
○大学院入試説明会を継続して実施する
　・看護学研究科に新たに設置する助産学コースの入試説明会を4回実施し
　 た。
　 （7/3（2年生）、7/31（全学年）、8/9（オープンキャンパス）、11/8（秋興祭））

○目標実績
　・一般入試の志願倍率 （志願者数／募集人員）
　　公共社会学科 8.6倍、社会福祉学科 7.2倍、人間形成学科 8.1倍、
　　看護学科 5.7倍
　・両学部における辞退率（辞退者数/合格者数(追加除く)）：　20.9％
　・充足率＜大学院＞　（入学者数／入学定員）
　　：大学院における充足率　81.5％ （22/27）
　・出前講義数及びアンケート：　回数31回、良好評価94.5％

1

５　優秀な学
生の確保

　　本学の教
育目標にか
なった、健や
かで心豊か
な福祉社会
の創造に夢
と意欲をもつ
学生を質・量
ともに確保す
る。

【アドミッションポリシーに
合った質の高い学生の確
保】

①学部・大学院で育成す
べき学生像に沿って定め
た学生・院生の受け入れ
方針をもとに行っている選
抜方法が効果的な方法で
あるかを検討する。
②入試時の成績や入試形
態などと入学後の成績と
の分析を行い、選抜方法
などの見直しを行う。
③高校や高校生との連携
を深めるための高大連携
事業について検討・実施
する。
④大学院の入試説明会を
見直しながら実施する。

○達成目標
・志願倍率＜各学科の志
願倍率（一般入試）＞
　（志願者数／募集人員）
　：公共社会学科　6.5倍以
上
　社会福祉学科　6.0倍以
上
　人間形成学科　7.5倍以
上
　看護学科　　　　5.5倍以
上
・辞退率＜各学科＞
　（辞退者数／合格者数
(追加除く)）
    ：両学部における辞退
率　25％以下
・充足率＜大学院＞
　（入学者数／入学定員）
　　：大学院における充足
率　100％
・出前講義数及びアン
ケート
　　：出前講義（体験学習
含む）　20回以上、
      良好評価75％以上
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1 B 16

2-1 【平成26年度計画】【積極的な広報活動】

①大学紹介のパンフレット
の内容を改善する。
②入試説明会の依頼には
積極的に応じて大学をＰＲ
する。
③オープンキャンパスは
毎年アンケートをとり、実
施内容を評価しながら改
善に取り組む。
④ホームページの入試
ページの更新、内容の工
夫をする。
⑤大学祭など大学に外来
者が来訪する機会を捕ら
えて、パンフレット配布等
のＰＲを行う。

○達成目標
・オープンキャンパス参加
者数及びアンケート
　：1000名以上、良好評価
75％以上
・入試説明会参加者数及
びアンケート
　：10会場、良好評価75％
以上
・訪問高校数及びアン
ケート
　：30校、良好評価75％以
上

No.3
「高校訪問」

No.4
「入試説明
会」

No.5
「出前講義」

No.6
「オープン
キャンパス」

【積極的な広報活動】
○広報活動等の改善の検討
　・受験生等が求める入試説明会につい
　 て、実施方法の再検討を継続して行う。
　・受験生等の知りたい入試情報を提供す
　 るとの視点に立ち、高校訪問の実施方法
　 の再検討を継続する。
○広報活動等の実施・修正
　・大学紹介パンフレットの作成・改善
　・メール配信について具体策を検討する。
　・ホームページの入試ページの内容を工
　 夫し、情報アップロードの時期等を継続し
　 て改善する
　
○達成目標
　・オープンキャンパス参加者数及びアンケ
　 ート
　　　：1000名以上、良好評価　75％以上
　・入試説明会参加者数及びアンケート
　　　：10会場、良好評価75％以上
　・訪問高校数及びアンケート
　　　：30校、良好評価75％以上

【積極的な広報活動】
○広報活動等の改善の検討
　・受験生等が求める入試説明会について、実施方法の再検討を継続実施した
　  （11件，199名参加　良好評価98.7％）
　・受験生等の知りたい入試情報を提供するとの視点に立ち、高校訪問の実施
　 方法を再検討し、継続実施した （32件，276名参加　良好評価97.8％）。
○広報活動等の実施・修正
　・大学紹介パンフレットの内容を、全学横断的プログラムの内容を盛り込むな
　 ど魅力あるものに改善した。
　・オープンキャンパスの開催日程を昨年より早めに掲載、シャトルバス時刻表
　 の掲載など具体的な内容に変更した。
　 夏のオープンキャンパス（8/9）当日が台風の影響があったため、別途プチ
　 オープンキャンパスを実施した（8/23）。
　・アドミッションポリシ―を変更し、入試ページの内容を盛り込んだ。
　
○目標実績
　・オープンキャンパス参加者数及びアンケート
　　　：参加者数 1,402名、良好評価95.5％
　・入試説明会参加者数及びアンケート
　　　：11会場、良好評98.7％
　・訪問高校数及びアンケート
　　　：32校、良好評価97.8％

【平成26年度の実施状況】 【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

※５　優秀な
学生の確保
の続き

2
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1-1

【入学から卒業後までのキャリア形成支援
体制の強化】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○学生のキャリア形成支援
　・キャリアサポートセンターの個別相談機
　 能の強化として、4人のカウンセラーと学
　 生支援班で事例検討を実施する。
　・キャリアサポートセンターと各学部・学科
　 との連携を深めるため、教員とセンターの
　 情報の共有化を図り、学生一人ひとりに
　 対応したきめ細かなキャリア形成支援を
　 行う。
○1年次から4年次までの系統的キャリア形
　成支援講座を実施する。
○1年次から2年次に行うプレ･インターンシ
　ップを充実させ、3年次以降のインターンシ
　ップにつなぐ。
○マイキャリポケット（社会貢献活動記録
　帳）を活用したインターンシップの単位認
　定を、正規の授業として実施する。
○未就職の卒業生や離職・転職した卒業生
　などに対して、概ね卒業後1年間の経過に
　ついてキャリア形成支援を実施する。
○優秀学生の表彰制度を実施し、GPA制度
　を活用したドロップアウト予防の学習支援
　を実施する。

○達成目標
　・プレインターンシップ及びインターンシッ
　 プ後の学生アンケート
　　：良好評価　75％以上
　・キャリア形成支援講座参加者アンケート
　　：良好評価　75％以上
　・GPA制度の活用状況調査
　　：GPA2.0未満の学生面接率100％
　・表彰制度の実施　：表彰の実施（年1回）
　・キャリアサポートセンター利用数
　　：利用者実数：250人以上、延べ1100件
以上

2

【入学から卒業後までのキャリア形成支援体制の強化】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○学生のキャリア形成支援
　・キャリアサポートセンターの個別相談機能の強化として、4人の外部カウンセ
　 ラーと学生支援班で事例検討会を３回実施した。
　・キャリアサポートセンターと各学部・学科との連携を深め、きめ細かなキャリ
　 ア形成支援を行うために、これまでの部会を改組して進路・生活支援部会を
　 新設した。
○1年次から4年次までの系統的キャリア形成支援講座を下記のように実施し
　た。
　　1年次生：キャリア形成支援講座Ⅰ・Ⅱ(4月開催、232名受講)
　　2年次生：キャリア形成支援講座Ⅲ(4月開催、173名受講)
　　3年次生：就職ガイダンス(10月から全16回開催)
　　4年次生：大学連携・若年者スタート応援事業（1月開催）
○プレ･インターンシップの充実に関しては、部署の異なる担当者の連携会議
　の開催（7回）、3年次のインターンシップ参加学生に対する事前指導の実施
　（2名）、プレ・インターンシップとインターンシップに関する協定書、自己紹介
　書等、受入先への提出書類様式を統一した。また、プレ・インターンシップ中
　間報告会（参加学生34名）、ポスターセッション（参加者66名）を実施した。
　プレ・インターンシップからインターンシップ（中長期を含む）につながった学
　生は8名。
○マイキャリポケット（社会貢献活動記録帳）を全学年の693名に配布すると
　ともに、就業力に必要な8つの力を調べるアンケートを実施。プレ・インターン
　シップの履修学生は33名。
○未就職の卒業生や離職・転職した卒業生などに対するサービスとして、学
　生支援班から既卒者向けの求人情報や就職に向けたインターンシップの案
　内などをメール等で情報提供した。また、キャリアサポートセンターで既卒者
　向けの求人コーナーを設置し、既卒者支援の充実を図った。
○優秀学生の表彰制度を実施した。GPA制度を活用したドロップアウト予防の
　学習支援を実施した。

○目標実績
　・インターンシップ後のアンケート結果：　 良好100％
　・キャリア形成支援講座参加者アンケート：　良好評価　80.7％
　・GPA制度の活用状況調査：　GPA2.0未満の学生面接実施率　100％
　・表彰制度の実施：　表彰を実施。
　・キャリアサポートセンター利用数：　利用者実数：203人、延べ889件

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・キャリアサポートセンター利用数
　就職活動スケジュールの後ろ倒しの
影響等があると考えられる。

No35
「キャリアサ
ポートセン
ター利用状
況」

17

【平成26年度計画】 【平成26年度の実施状況】６　学生支援
の充実

　学生の学
習意欲を高
める仕組み
づくりを行う
とともに、入
学から卒業
後までの
キャリア形成
支援体制を
充実させ、学
習・就職活動
を支援する。

【入学から卒業後までの
キャリア形成支援体制の
強化】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①キャリアサポートセン
ターの個別相談機能を強
化するとともに、センターと
各学部・学科との連携を
深め、学生一人ひとりに対
応したキャリア形成支援を
行う。
②1年次から4年次までの
系統的キャリア形成支援
講座の仕組みづくりを行
い、実施する。また、キャリ
アサポートセンターの個別
支援と連動させ、個々の
学生の必要に応じた受講
を促す。
③1～2年次に行うプレ･イ
ンターンシップを充実さ
せ、3年次以降のインター
ンシップにつなげる。
④マイキャリポケット（社会
貢献活動記録帳）を活用
した社会貢献活動やイン
ターンシップ等の単位認定
の仕組みを導入し、社会
貢献・ボランティア支援セ
ンターと連携しながら実施
する。
⑤未就職の卒業生や離
職・転職した卒業生などに
対して、概ね卒業後1年
間、継続的なキャリア形成
支援を行う。
⑥優秀学生の表彰制度の
構築やドロップアウト予防
の学習支援体制の構築
等、GPA制度の有効活用
について検討・実施する。

○達成目標
・プレインターンシップ及び
インターンシップ後の学生
アンケート
　：良好評価　75％以上
・キャリア形成支援講座参
加者アンケート
　：良好評価　75％以上
・GPA制度の活用状況調
査
　：GPA2.0未満の学生面
接率100％
・表彰制度の実施　：表彰
の実施（年1回）

1
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

2-1 【平成26年度計画】

18

【大学間の学生コンソーシアムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○九州沖縄の大学間の学生コンソーシアム
　事業の実施
　・学生コンソーシアムを支援する教員の体
　 制づくり
○学生コンソーシアム会議の開催
○学生フェスティバルの開催

○達成目標
　・学生フェスティバルの開催　：1回／年、
　　　学生参加数　県立大学から20名以上
　・学生コンソーシアム会議の開催
　　：対面会議年2回

【大学間の学生コンソーシアムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
○九州沖縄の大学間の学生コンソーシアム事業の実施
　・学生コンソーシアムを支援する教員の体制づくり
　　12大学から13人の教員が学生コンソーシアム担当者として参加した。本学
　 からは6名の教員が大学コンソーシアムに関わり、うち1名を学生コンソーシ
　 アム担当者とした。
○学生コンソーシアム会議については、12回開催した。
○学生フェスティバルは、3月22日に日本赤十字九州国際看護大学にて開催
　した。

○目標実績
　・学生フェスティバルの開催：　1回
　　学生参加数：　県立大学から準備段階を含め延べ24名
　・学生コンソーシアム会議の開催：　対面会議　年12回

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

3-1 【平成26年度計画】

19

【大学院生支援の充実】
○大学院生への相談体制の具体策の検討
＜地域教育支援専攻＞
　・長期履修生の履修計画等を踏まえ、相
　 談体制を改善する。
＜心理臨床専攻＞
　・H25年度実施したアンケートの結果を踏
　 まえ改善点を検討する。
＜社会福祉専攻＞
　・現在、各担当教員は学生のニーズや希
　 望する開講・相談時間について合わせら
　 れるように調整している。今後も継続して
　 取り組んでいく。

＜看護学研究科＞
　・大学院生からの要望（学習環境・連絡体
　 制・個別問題等）について、学務部会や
　 FD部会と連携し、体制を整える。

○研究助成金制度の検討
　・制度導入の課題について検討する。
○卒業生の大学院入学金減免措置の実施
　に向けた検討
　・一部実施に向けた検討を行う。
○国内学会参加費補助金制度の検討
　・制度の実施に向けた課題を整理する。

【大学院生支援の充実】
○大学院生への相談体制の具体策の検討
 ＜地域教育支援専攻＞
　・相談体制を改善するために、長期履修生の履修計画等を確認した。
 ＜心理臨床専攻＞
　・H25年度実施したアンケートの結果を踏まえ、修士論文中間発表会以前に副
　 査２名を決め、中間発表会時及びそれ以降に修士論文作成に向けて副査に
　 相談できる体制を実施した。
 ＜社会福祉専攻＞
　・学生の要望に沿った開講時間の変更や相談時間を設けることができるよう、
　 担当教員単位で調整を行った。

＜看護学研究科＞
　・学習環境・連絡体制・個別問題等、昨年度整えた体制の課題点について学
　 務部会及びFD部会からの情報をもとに検討し、改善を図った。特に学習環境
　 では、院生講義室及び院生室の再整備を行った。また博多サテライト教室で
　 使用するビズコリの使用マニュアルの作成を行い体制を整えた。

○研究助成金制度の検討
　・研究助成金制度を導入した。
○卒業生の大学院入学金減免措置の実施に向けた検討
　・一部実施に向け検討を行った。
○国内学会参加補助金制度の検討
　・国内学会参加補助金制度を導入した。

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【大学間の学生コンソーシ
アムの構築】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

①九州沖縄の大学間の学
生コンソーシアムを構築
し、学生間の交流を促進
し、学生が主体的に学生
コミュニティを作り、大学生
としての「学びの文化」の
創造を目指す。

○達成目標
・学生フェスティバルの開
催
　　：1回／年
　　　学生参加数　県立大
学から20名以上
・学生コンソーシアム会議
の開催　：対面会議　2回
以上／年

【大学院生支援の充実】

①大学院生の入学から修
了までの学生生活支援、
教育研究活動支援を行
う。
　具体的には、学習及び
研究環境に対する相談体
制を整えるとともに、大学
院生研究助成制度の新
設、本学卒業生の大学院
入学金減免措置について
大学独自の奨学金の創
設・活用の検討・実施、大
学院生の国内学会参加費
補助制度の構築などを行
う。

○達成目標
・助成金の実施状況　：3
件以上／年
・国内学会参加費補助制
度の活用件数　：4件以上
／年

3

2※６　学生支
援の充実
の続き
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

2-1 【平成26年度計画】

21

【社会人が学びやすい学習環境の充実】
＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○e-ラーニングでのレポート提出とコメント
　のフィードバックの件数を平成25年度より
　も増加させるための、研究科委員会での
　ディスカッションの実施。
　・レポートのWEB提出、コメントなどIT環境
　 の整備
○現在の博多サテライト教室と同等の利便
　性で、より低コストの施設の検討
○両研究科の新入生及び在学生のオリエ
　ンテーションで博多サテライト教室利用
　マニュアルを周知
○県下の医療機関に、ホームページの大学
　院のトップページに掲載している「社会人
　が学びやすい学習環境の整備」の内容の
　インフォメーションを実施
○研究生制度の積極的活用

○達成目標
　・e-ラーニングでのレポート提出とコメント
　 のフィードバックの件数　2件以上
　・博多サテライト教室での授業参加者の
　 全体満足度：　普通以上70％、
　 両研究科学生の認知度：　普通以上50％

【社会人が学びやすい学習環境の充実】

＜人間社会学研究科＞＜看護学研究科＞
○e-ラーニングでのレポート提出とコメントのフィードバックの件数を平成25年度
　よりも増加させるための、研究科委員会でのディスカッションの実施。
　・レポートのWEB提出、コメントなどIT環境の整備について検討を行った。
○現在の博多サテライト教室と同等の利便性で、より低コストの施設の検討に
　関しては、26年8月から(公財)九州経済調査協会が運営する「BIZCOLI」の利
　用を開始した。
○両研究科の新入生及び在学生のオリエンテーションでの博多サテライト教室
　利用マニュアル周知に関しては、4月のオリエンテーションで旧サテライトにつ
　いて実施した。新博多サテライトに関しては、27年度から実施の予定。
○県下の医療機関に、ホームページの大学院のトップページに掲載している
　「社会人が学びやすい学習環境の整備」の内容のインフォメーションを実施し
　た。
○研究生制度の積極的活用に関し、26年度研究生入学は無かった。次年度に
　向けて、HPなどでのインフォメーションの検討を行った。

○目標実績
　・e-ラーニングでのレポート提出とコメントのフィードバックの件数：　4件
　・博多サテライト教室での授業参加者の全体満足度、両研究科学生の認知度
　　：　旧サテライト使用中止(契約解除）のため未実施

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1-1 【平成26年度計画】
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【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
〇eラーニングシステムの教育効果を上げる
　ための活用方法を検討
　・教員向け講習会の実施
○eラーニングシステムの改善の検討
○コース開設数調査の実施
　数値目標　100コース開設
○学生の利用率調査の実施
　 ・学生利用率の達成目標を前倒しで設定

○達成目標
　・eラーニングコース開設数　：100コース
　・学生の利用率　：70％以上

【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護学部＞
〇eラーニングシステムの教育効果を上げるための活用方法を検討した。
　・教員向け講習会を２回実施（7/30, 参加者21名, 11/12, 参加者18名）し、
　 動画コンテンツ作成のための手引きを作成、配布した。
○eラーニングシステムの改善について検討した。
　要望のあったアンケート機能の改変を行った、学生や教員にアンケートを実施
　し、動画の容量を10MBから100MBに変更した。
○コース開設数調査の実施
　前期53コース（他に学外2コース）、後期66コース（他に学外3コース）、全体で
　119コース（他に学外5コース）を開設した。
○学生の利用率調査を実施した。
　・通年で全体901名/1023名（88%）、人間社会学部565名/683名（83%）、看護
　 学部336名/340名（99%）

○目標実績
　・eラーニングコース開設数：　119コース（他に学外5コース）
　・学生の利用率：
　　通年で全体901名（88%）、人間社会学部565名（83%）、看護学部336名（99%）

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

７　学習環境
の充実

　学部生及
び大学院生
がインター
ネット社会に
対応した学
習環境の中
で、学習でき
る環境を整
備する。また
社会人学生
が学習しや
すい体制を
整備すること
で、大学院
志願者の増
加をめざす。

【IT教育システムの充実】
＜人間社会学部＞＜看護
学部＞

学生の自主的学習を促す
ために、授業時間外の学
習を支援するeラーニング
システムの活用を推進す
る。
①eラーニングシステムの
教育効果を上げる活用方
法を検討する。
②eラーニングシステムを
改善する。
③一定のコース開設数を
維持する。
④一定の学生の利用率を
維持する。

○達成目標
・eラーニングコース開設
数　：100以上（平成26年
度以降）
・学生の利用率　：70％以
上（平成26年度以降）

【社会人が学びやすい学
習環境の充実】
＜人間社会学研究科＞＜
看護学研究科＞

①社会人が学びやすい学
習環境の充実（サテライト
教室の整備充実）
②既修得単位認定システ
ムの整備（システムの明
文化とＨＰでのインフォ
メーション）
③指導システムの充実
④研究生制度の積極的活
用

○達成目標
・アンケートによる満足度
　 ：参加した社会人のアン
ケート調査における
　　良好評価　70％以上

1

2
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

3 【平成26年度計画】

No.11
｢図書館｣ 22

【図書館の教育・研究活動支援と研究情報
公開の充実】
○機関リポジトリの導入
○ラーニングコモンズの利用開始
○看護学部分館平日の開館時間延長・日
　曜祝日開館の実施

○達成目標
  ・機関リポジトリ登録件数
　　：新規登録数年10件以上
  ・ラーニングコモンズ利用者数
　　：月300名以上
  ・開館延長時間内の利用者数
　　：月200名以上

 【図書館の教育・研究活動支援と研究情報公開の充実】
○機関リポジトリの導入のため、紀要に掲載された全ての成果物（修士論文要
　旨を除く）を登録対象とする内容で「学術リポジトリ運用指針」を定めた。
　（8月1日施行）
　今年度の人間社会学部及び看護学部の紀要掲載の成果物計21件を登録し
　た。
○看護学部分館において、4月よりラーニングコモンズの利用を開始した。
○看護学部分館平日の開館時間延長・日曜祝日開館を実施した。

○目標実績
  ・機関リポジトリ登録件数：　新規登録数21件
  ・ラーニングコモンズ利用者数：　月259名（平均）
  ・開館延長時間内の利用者数：　月202名（実施月における平均）

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・ラーニングコモンズ利用者数
　9月、3月の利用者が少なかった（121
名、47名）ことから、目標を下回った。
休暇期間中の利用促進について検討
をを行っていく。

3-1※７　学習環
境の充実
の続き

【図書館の教育・研究活動
支援と研究情報公開の充
実】

①教育・研究活動支援の
充実と研究情報公開の視
点から機関リポジトリの導
入
②ラーニングコモンズの設
置
③平日の開館時間延長・
土日開館の実施

○達成目標
・機関リポジトリ登録件数
：新規登録数年30件以上
・ラーニングコモンズ利用
者数　：月300名以上
・開館延長時間内の利用
者数　：月200名以上

－27－



福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1 【平成26年度計画】 【平成26年度の実施状況】1-1

【改革案の検討・作成】

○改革案の文科省申請に向けた手続きに
　取り組む。

2

【改革案の検討・作成】

○昨年度作成した学部将来構想に基づき、以下のような作業を行った。
　　既存の専門教育、資格関係教育をより充実させるとともに、現在的ニーズに
　 対応するための「全学横断型教育プログラム」を通した新履修コースを開設
　 するために、平成27年度より教員組織の学科制（3学科及び一般教育等）を
　 廃止するとともに生涯福祉研究センターの人事枠を無くし、「人間社会学系」
　 の1組織として運用することを決定した。
　　平成27年度より、既存の履修コースを「地域社会」、「社会福祉」、「こども」、
　 「心理」コースへ再編するとともに、上記のプログラムを通した新たな履修コ
　 ースとして「総合人間社会」コースを開設することとし、そのための人員配置
　 を決定し、プログラムのために必要な教員確保のための採用人事を行った。
　　平成28年度新入生からの5履修コースへの移行に向け、既存コースのカリ
　 キュラムの改編を進めるとともに、同年度より総合人間社会コース内に卒業
　 に至る新履修コースの一つとして「保健福祉情報教育プログラム」を開設す
　 ることを決定した。

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

23

８人間社会
学部の改革
　
　人間社会
学部は平成4
年の設置時
に10年間を
目途に大幅
改組の予定
であった。し
かし、その
間、改組はさ
れておらず、
あわせて受
験数が減少
していく動向
にある。その
ため、学生に
魅力ある学
部へと改革
していくこと
が求められ
ており、平成
22年度には
人間社会学
部将来構想
のワーキン
ググループ
による構想
案が作成さ
れ、その後、
学長を委員
長とする将
来構想検討
会議で構想
案を作成し
た。この構想
案を基盤に、
人間社会学
部の改革を
実施してい
く。

【改革案の検討・作成】

①将来構想を基に、具体
的な検討のための組織を
立ち上げる。
②労働市場や学生のニー
ズ等を調査する。
③平成25年度までに改革
案を検討・作成し中期計
画の変更を行う。

○達成目標
・改革案の作成　：平成25
年度までに作成
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福岡県立大学（教育）

項目 評価

データ
番　号

中期計画

実施事項
計画の実施状況等ウェイト

通し
番号理由

自己評価
平成26年度計画

1

26年度 26年度

26 24

24

・6-1-1　　在学生のキャリア形成支援とともに卒業後までのキャリア形成支援体制を強化し、キャリアサポートセンターと各学部・学科との連携を深めていく。
・8-1-1　　今後の社会的ニーズに的確に対応するため、人間社会学部の改革は喫緊の課題であり、重点的に取り組む。

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

ウェイト総計 項目数計

【平成26年度計画】 【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

【大学院博士課程の新設検討】

・博士課程構築にあたり、学部改革及び大
学院修士課程の現状との整合性を協議す
る。

【平成26年度の実施状況】

【大学院博士課程の新設検討】

・博士課程に関しては、9月理事会において、本学の修士課程からは、既に定評
を得ている他大学の博士課程に進学するという道筋を考慮すべき状況となって
おり、選択と集中という考えをもとに本学における博士課程開設の妥当性を再
度議論する必要があるとの意見が出された。これを踏まえ、改革推進委員会等
で再度議論を重ねた。

1 B

1-1９　両学部連
携の大学院
博士課程の
新設

　　保健・医
療・福祉分野
で、国内の
みならずアジ
アを中核に
国際的に第
一線の研究
を展開してい
く研究者を養
成していくた
めに、人間
社会学研究
科と看護学
研究科統が
連携した博
士課程につ
いて検討し
て新設する。

【大学院博士課程の新設
検討】

①人間社会学部の改革検
討と併せ、具体的な検討
を行う。
②平成25年度までに改革
案を検討・作成し、中期計
画の変更を行う。
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福岡県立大学（研究）

中期目標
2　研究

項目 評価

1

年度計画項目別評価

「大学の特色ある教育や地域社会の発展に役立つ研究を推進する。」
　　国内外の大学や試験研究機関との共同研究、企業、行政機関等との連携を通じ、大学の特色ある教育や地域の保健・医療・福祉の発展に有用な研究を重点的に推進する。
　　研究成果については、積極的に公表し、社会に還元する。

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

2

【平成26年度の実施状況】

B

【附属研究所を中心とした学際的研究プロジェクトの推進】
　４センターを中核とした研究基盤体制を整備充実し、他大学・施設・研究機関
等との共同研究を推進する。

○地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与する学際的研究プロジェクトを学内外
　で把握し、内容を調査・検討するため、生涯福祉研究センター、ヘルスプロ
　モーション実践研究センター、不登校・ひきこもりサポートセンターが学内外の
　取組状況の確認を行った。
○学際的研究プロジェクトの成果を学内外に発表する方法について検討し、社
　会貢献・ボランティア支援センターが中心となって、他公立大学に関して資料
　収集を行った。
○附属研究所などを窓口及び活動拠点とした産学官連携のニュースを学内
　メールで公報するとともに、田川地域包括連携協定に基づき、共同研究事業
　等の連携事業を実施するため、福岡県立大学・田川連携推進協議会を1回
　開催し、各市町村からの確認をとった(6/5)。
○北京中医薬大学の教員2名による集中講義「東洋看護学演習」を実施した。
　（8月18日～21日）
○日中韓等における保健･医療・福祉分野の学術的共同研究活性化のため、
　シンポジウムを開催していく上での予算を確認した。

○目標実績
　・学際的研究プロジェクト数　：  5件／年
　・産学官連携契約件数　2件（継続含む）
　・知的財産セミナーの開催　1回
　・メールマガジンの発行　15回
　・研究シーズ発表会への参加　4名
　・論文数（査読付き、学術掲載文）
　　　：人間社会学部年間　14件
　　　  看護学部年間　　　　 35件
　・学会発表数（招待講演、シンポジスト招聘分）
　　　：人間社会学部年間　5件
　　　　看護学部年間　　　  1件
　・提携協定校との共同研究数・招聘件数　共同研究数　2件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　招聘件数　　 1件
　・提携協定校との共同研究応募件数　　3件
　・学際的研究プロジェクトの成果発表会　：　4回

1-1 【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
・論文数、学会発表数
　外部研究費等の獲得においては成
果が得られていることから、これらを基
にした研究成果の外部への発信を推
進する仕組みについて、学内紀要等の
あり方の見直しを含め、検討していく。
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No.20
「論文等の
実績」

No.21
「産学官連
携」

【附属研究所を中心とした学際的研究プロ
ジェクトの推進】
　４センターを中核とした研究基盤体制を整
備充実し、他大学・施設・研究機関等との共
同研究を推進する。
○地域とアジアの保健・医療・福祉に寄与
　する学際的研究プロジェクトを学内外で把
　握し、内容を調査・検討する。
○学際的研究プロジェクトの成果を学内外
　に発表する方法について検討する。
○附属研究所などを窓口及び活動拠点とし
　た産学官連携を積極的に推進するための
　学内広報に努め、田川地域包括連携協定
　のもと、どのような協働事業が可能かを検
　討する。
○協定校（大邱韓医大学校、北京中医薬大
　学、三育大学校、南京師範大学、コンケン
　大学）及び今後提携する海外の優れた教
　育機関や研究機関との研究者や学生、院
　生の交流を促進するための学内分担や戦
　略について国際学術交流部会と協議し、
　検討する。
○日中韓等における保健･医療・福祉分野
　の学術的共同研究活性化のため、シンポ
　ジウムを開催し、関係機関を視察する。

○達成目標
　・学際的研究プロジェクト数　：3件以上／
年
　・産学官連携契約件数　2件（継続含む）
　・知的財産セミナーの開催　1回
　・メールマガジンの発行　12回以上
　・研究シーズ発表会への参加　3名以上
　・論文数（査読付き、学術掲載文）
　　　：人間社会学部年間　40件以上
　　　  看護学部年間　　　　 40件以上
　・学会発表数（招待講演、シンポジスト招
聘分）
　　　：人間社会学部年間　10件以上
　　　　看護学部年間　　　  10件以上
　・提携協定校との共同研究数・招聘件数
　　　共同研究数　2件以上
　　　招聘件数　　 2件以上
　・提携協定校との共同研究応募件数
　　　3件以上
　・学際的研究プロジェクトの成果発表会
　　　：1回

1　地域とア
ジアの保健・
医療・福祉に
寄与する研
究の推進

　特色ある研
究を推進し、
特に地域と
アジアの保
健・医療・福
祉に寄与す
る研究を推
進する。
　学術交流
大学等との
保健・福祉分
野における
学際的共同
研究を実施
し、研究成果
を国内及び
アジア諸国
に広く公表し
ていくこと
で、地域とア
ジアの保健・
医療・福祉の
推進に寄与
していく。
　また、外部
研究資金を
獲得し、研究
を活発にす
る。

【附属研究所を中心とした
学際的研究プロ ジェクト
の推進】

４センターを中核とした研
究基盤体制を整備充実
し、他大学・施設・研究機
関等との共同研究を推進
する。
①地域とアジアの保健・医
療・福祉に寄与する学際
的研究プロジェクトを推進
する。
②学際的研究プロジェクト
の成果を学内外に公表す
る。
③附属研究所などを窓口
及び活動拠点とした産学
官連携を積極的に推進す
る。
④協定校及び今後提携す
る海外の優れた教育機関
や研究機関との研究者や
学生、院生の交流を促進
する。

○達成目標
・学際的研究プロジェクト
数　：3件以上／年
・学際的研究プロジェクト
の成果発表会　：隔年1回
開催
・学際的研究プロジェクト
の報告書発刊　：隔年1回
発刊
・日中韓等における保健・
医療・福祉分野における
学術的共同研究の活性化
：シンポジウムの開催　隔
年1回
・産学連携契約件数　：年
間2件（継続を含む）
・知的財産セミナーの開催
：年1回
・メールマガジン（イベン
ト、セミナー、公募事業の
紹介）の発行
　 ：年12回以上
・研究シーズ発表会への
参加　：3名以上（口頭発
表、ポスターセッション等）
・論文数（査読付き、学術
掲載文）
　　：人間社会学部年間
40件以上
　　  看護学部年間
40件以上
・学会発表数（招待講演、
シンポジスト招聘分）
　　：人間社会学部年間
10件以上
　　　看護学部年間　　10
件以上
・提携協定校との共同研
究数・招聘件数
    ：共同研究数　2件以上
／年
　　　招聘件数　　2件以上
／年
・提携協定校との共同研
究の応募状況
　　：共同研究応募件数　3
件以上／年

【平成26年度計画】
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福岡県立大学（研究）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

2

1 26

【平成26年度の実施状況】

A

【高く評価する点】
　科研費獲得件数、金額がそれぞれ目
標の126％、162％に達した。応募率も
目標の115％で、いずれも上回った。

【実施（達成）できなかった点】

No.19
｢研究｣

【外部研究資金の獲得の推進】

○科研費申請繁忙期に事務局機能を強化・充実した。また、ホームページの内
　容を充実し、速報性を高めた。
○科研費応募者へのインセンティブ制度の実施
　・不採択となったがＡ評価だった教員の申請者に対し助成を行った。
　　（100千円×5名）
○科研費応募率向上のための研修会を開催した。

○目標実績
　・外部研究資金（科研費）獲得件数、金額：　38件、64,732千円
　・科研費応募率：　92.1％

2-1 【平成26年度計画】

1　地域とア
ジアの保健・
医療・福祉に
寄与する研
究の推進

　特色ある研
究を推進し、
特に地域と
アジアの保
健・医療・福
祉に寄与す
る研究を推
進する。
　学術交流
大学等との
保健・福祉分
野における
学際的共同
研究を実施
し、研究成果
を国内及び
アジア諸国
に広く公表し
ていくこと
で、地域とア
ジアの保健・
医療・福祉の
推進に寄与
していく。
　また、外部
研究資金を
獲得し、研究
を活発にす
る。

【附属研究所を中心とした
学際的研究プロ ジェクト
の推進】

４センターを中核とした研
究基盤体制を整備充実
し、他大学・施設・研究機
関等との共同研究を推進
する。
①地域とアジアの保健・医
療・福祉に寄与する学際
的研究プロジェクトを推進
する。
②学際的研究プロジェクト
の成果を学内外に公表す
る。
③附属研究所などを窓口
及び活動拠点とした産学
官連携を積極的に推進す
る。
④協定校及び今後提携す
る海外の優れた教育機関
や研究機関との研究者や
学生、院生の交流を促進
する。

○達成目標
・学際的研究プロジェクト
数　：3件以上／年
・学際的研究プロジェクト
の成果発表会　：隔年1回
開催
・学際的研究プロジェクト
の報告書発刊　：隔年1回
発刊
・日中韓等における保健・
医療・福祉分野における
学術的共同研究の活性化
：シンポジウムの開催　隔
年1回
・産学連携契約件数　：年
間2件（継続を含む）
・知的財産セミナーの開催
：年1回
・メールマガジン（イベン
ト、セミナー、公募事業の
紹介）の発行
　 ：年12回以上
・研究シーズ発表会への
参加　：3名以上（口頭発
表、ポスターセッション等）
・論文数（査読付き、学術
掲載文）
　　：人間社会学部年間
40件以上
　　  看護学部年間
40件以上
・学会発表数（招待講演、
シンポジスト招聘分）
　　：人間社会学部年間
10件以上
　　　看護学部年間　　10
件以上
・提携協定校との共同研
究数・招聘件数
    ：共同研究数　2件以上
／年
　　　招聘件数　　2件以上
／年
・提携協定校との共同研
究の応募状況
　　：共同研究応募件数　3
件以上／年

【外部研究資金の獲得の
推進】

①外部研究資金獲得を支
援するための組織を学内
に設立する。
②科研費の応募率を上げ
るとともに科研費応募／
獲得による教員評価シス
テムの検討と実施

○達成目標
・外部研究資金獲得件
数、金額
    ：年間30件以上、年間
4,000万円以上
・科学研究費応募率
　　：80％以上
　　　（現在科研費による
研究課題を持っている教
員は除く）

【外部研究資金の獲得の推進】
○科研費申請繁忙期に適宜事務局機能を
　強化・充実する。また、ホームページの内
　容を充実していく。
○科研費応募者へのインセンティブ制度の
　実施
　・不採択となったがＡ評価だった教員に対
　 するフォロー策の実施等
○科研費応募率向上のための研修会の開
　催

○達成目標
　・外部研究資金（科研費）獲得件数、金額
　　：年間30件、年間4,000万円以上
　・科学研究費応募率　：80％以上
　 （現在科研費による研究課題をもっている
　　教員は除く）
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福岡県立大学（研究）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

3

26年度 26年度

4 3

27

3-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

ウェイト総計 項目数計

【研究倫理の徹底】
○研究倫理審査体制の整備
　・研究倫理委員会メンバーに対する研修
　 会参加の推進
　・学外者を含めた審査体制を検討する。
〇動物実験に関する委員会開催及び実施
　ガイドラインを徹底するための取組を引き
　続き検討
〇若手研究者に対するセミナーを開催し、
　倫理指針の徹底を図る。

〇達成目標
　・学外での研修参加
　　：年1人以上（研究倫理委員会委員）
　・セミナー開催　：年1回
　・動物実験に関する委員会（倫理審査含
む）年2回以上

【研究倫理の徹底】
○研究倫理審査体制の整備
　・研究倫理委員会メンバー1名が東京大学における研修会に参加した。
　・学外者を含めた審査体制については、委員会にて検討を重ねた。
　 文部科学省における「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドラ
　 イン」の改正を受けて、公的研究費の不正防止に係る規則の改正及び不正
　 使用に係る通報に係る規則の新規制定を行った。
○動物実験に関する委員会（倫理審査含む）を3回開催した。また、動物実験に
　関する実施ガイドラインの取組として、動物実験や実験動物に対する災害等
　における緊急時対応マニュアルを作成した上、年度ごとの動物実験の実施報
　告書を作成した。
○若手研究者に対するセミナーを3/17に開催し、倫理指針の徹底を図った。

○目標実績
　・学外での研修参加：　年1人（研究倫理委員会委員）
　・セミナー開催：　年1回
　・動物実験に関する委員会（倫理審査含む）：　年3回開催

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

※1　地域と
アジアの保
健・医療・福
祉に寄与す
る研究の推
進
の続き

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

　・1-1-1　超高齢時代を迎え、「健やかで心豊かな福祉社会づくり」に寄与するプロジェクト研究が重要となっている。本学の特色として附属研究所の共同プロジェクトを重点化する必要がある。

【研究倫理の徹底】

①研究倫理審査体制の整
備のために研究倫理委員
会委員の研修参加を推進
②学外者を含めた審査体
制の検討
③動物実験に関する委員
会の開催及び動物実験実
施ガイドラインの徹底
④若手研究者に対するセ
ミナーを開催し、倫理指針
の徹底を図る。

○達成目標
・学外での研修参加　：年1
人以上（研究倫理委員会
委員）
・セミナー開催　：年1回
（平成25年度以降）
・動物実験に関する委員
会（倫理審査を含む）　：年
2回以上
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福岡県立大学（社会貢献）

中期目標
３　社会貢献

項目 評価

1１　地域とア
ジアとともに
発展する国
際交流の推
進
　保健・福祉
に関わる人
材育成のた
めに、アジア
の大学等と
相互の教育・
研究を促進
する。

B

年度計画項目別評価

「大学の特色を活かして、社会貢献活動を拡充する。」
　　大学の特色を活かして、看護師、保健師、助産師、社会福祉士、精神保健福祉士等のキャリアアップに資する教育プログラム等の実施や、地域住民の健康と福祉の向上に貢献する取組を積極的に実施する。
　　また、国際化を推進するための体制を強化し、アジアをはじめとする海外の大学等との交流を充実させる。

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

28

【国際交流センターを中心とした教育研究の
国際推進体制の検討】

○協定締結校との文化・学術交流事業の
　実施
　・大邱韓医大学校、三育大学校、北京中
　 医薬大学、南京師範大学、コンケン大学
　 との教員交流の推進
○地域住民との連携事業としての文化交流
　プログラムの共同開発実施
　・小学校の総合学習に留学生を派遣する
　 文化交流プログラムを開始する。
　　モデル事業として後藤寺小学校への派
　　遣を開始する。
○国際交流センターの開設
　

○達成目標
　・教員交流数　：延べ20名以上／年
　・文化交流プログラムの実施
　　：1回以上／年

【国際交流センターを中心とした教育研究の国際推進体制の検討】

○協定締結校との文化・学術交流事業の実施
　・研究奨励交付金による研究促進を進めるとともに、北京中医薬大学との教
　 員交流を実施し(8月）、研究奨励交付金によって共同研究を促進した
○地域住民との連携事業としての文化交流プログラムの共同開発実施
　・後藤寺小学校の総合学習に留学生を派遣する文化交流プログラムを実施し
　 た（11/5,11/19,12/9)。
○国際交流センターを開設した

○目標実績
　・教員交流数：　延べ15名（北京5名、コンケン2名、韓国8名）
　・文化交流プログラムの実施：　3回／年
　

実施事項 理由

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】【国際交流センター（仮称）
を中心とした教育研究の
国際化推進体制の検討】

①福祉系総合大学として、
中国・韓国等の大学と保
健福祉の実情について情
報交換及び発信を行う。
②地域住民との連携事業
による地域の国際化を視
野に入れた文化交流プロ
グラムの共同開発を行うと
ともに、教育研究の国際
化推進体制を検討する。
③ゲストハウスなどの受け
入れ体制整備の検討を行
う。こうした事業を推進す
るために国際交流セン
ター(仮称)を開設する。

○達成目標
・教員交流数　：延べ20名
以上／年
・文化交流プログラムの実
施　：1回以上／年
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【留学生への支援体制の充実】

○学生の海外短期語学研修機会の提供
　・ハワイ大学語学研修の実施
　・英国（オックスフォード市等）短期語学演
　 習（単位認定）の実施
　　　期間：3週間のコースを設定
○派遣留学生（交流協定校への1年間派遣
　留学）への支援策の実施
　・本学学生の留学希望者が増えるよう、派
　 遣留学生の募集方法（説明会の時期、事
　 前の情報提供、経験者との交流等）を見
　 直しする。
　・前年度に作成した危機管理マニュアルに
　 沿った体制整備を行う
○受入留学生の増加対策の実施
　・受入留学生のホストファミリー先確保の
　 継続
　・受入留学生に対する更なる支援制度の
　 整備
　　アンケート調査等で受入留学生支援体
　　制の問題点を整理し体制の充実を図る。
　・短期留学（受入）プログラムの検討・実施
○交流協定校への短期派遣留学生（長期
　休暇時１～２ヶ月派遣）の検討
　・短期留学（受入）と合わせて、協定校と具
　 体的な実施案を検討する。
　・奨学金・交換留学協定締結に向けた調
　 整を行う。

○達成目標
　・留学を経験した学生の報告会
　　：年1回以上
　・受入留学生数
　　：11名以上（私費留学生含む）

【高く評価する点】
　福岡県の補助金は、大学から申請の
あった23プログラムから8件採択された
中の１つである。また、短期研修プログ
ラム（派遣）については、予定した年度
を早めて実施することができた。

【実施（達成）できなかった点】

29

2 【留学生への支援体制の
充実】

①短期研修制度の充実：
短期研修制度の拡充によ
り、派遣留学先の情報・魅
力を学生に十分に提供
し、支援する。
②派遣中の学生への支
援：派遣期間中の留学生
の修学・生活上の問題点
等を、留学に関するアン
ケート等により把握し、支
援する体制を作る。
③受入留学生の新たな支
援について検討・実施す
る。
④短期派遣留学生の奨学
金・交換留学協定締結に
ついて検討・実施する。

○達成目標
・留学を経験した学生の報
告会　：年1回以上
・受入留学生数　：30人以
上（私費留学生を含む）／
年

2-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

A

【留学生への支援体制の充実】

○学生の海外短期語学研修機会の提供
　・ハワイ大学語学研修は、希望者が催行最少人数を満たさなかったため中止
　・英国（オックスフォード市等）短期語学演習（単位認定）を9月に実施した。
　 （23名参加）
　 本プログラムは福岡県の「世界に打って出る若者育成事業補助金」に採択
　 （1,292,958円）
○派遣留学生（交流協定校への1年間派遣留学）への支援策の実施
　・本学学生の留学希望者が増えるよう、必修授業等で派遣留学の説明を
　 行った。
　・危機管理マニュアルをPDFにし教職員全員に配布した。
○受入留学生の増加対策の実施
　・受入留学生のホストファミリー先を確保した。
　・受入留学生に対する更なる支援制度の整備
　　アンケート調査等で受入留学生支援体制の問題点を整理し体制の充実を
　　図った。
　・大邱韓医大学からの申し出により、短期留学（受入）プログラムを27年度夏
　 に実施予定である。
○交流協定校への短期派遣学生の検討
　・大邱韓医大学および三育大学への短期研修プログラムを実施した。 （3月
　 24日-28日、学生15名参加）
　 また、短期留学に係る奨学金制度を創設した。
　・威德大学と短期研修プログラム（派遣・受入）について調整を行った。

○目標実績
　・留学を経験した学生の報告会：　3回
　・受入留学生数：　16名（私費留学生含む）

※１　地域と
アジアととも
に発展する
国際交流の
推進
の続き
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

3

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

30

【産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国
際学術研究交流の推進】

○県立大学が所蔵する山本作兵衛コレクシ
　ョンの保存・活用の検討に当たっての所有
　権者との協議
　・県立大学が所蔵する山本作兵衛コレクシ
　 ョンの保存・活用について、翻訳資料の公
　 開方法も含めて、所有権者を交えた会議
　 を開催して資料公開の検討を行う。
○英文翻訳作業の検討・実施
　・前年度に確定した絵画4枚分について英
　 文翻訳を行う。

○達成目標
　・県立大学所蔵のコレクションの翻訳
　 （4枚分）
  ・地域の方々との日記現代語訳作業部会
　 の開催

【産炭地記録資料の英文アーカイブ化と国際学術研究交流の推進】

○県立大学が所蔵する山本作兵衛コレクションの保存・活用の検討に当たっ
　ての所有権者との協議
　・作兵衛（作たん）事務所にて、2回検討会議を開催し、所有権者と協議した。
○英文翻訳作業の検討・実施
　・前年度に確定した絵画4枚分について英文翻訳を行うため、翻訳対象を現代
　 語に訳し、世界記憶遺産に登録された絵画4枚の解説文について英文翻訳を
　 行った。翻訳物については、山本作兵衛コレクション保存管理計画（英語版）
　 に盛り込んだ。

○目標実績
　・県立大学所蔵のコレクションの翻訳（4枚分）：　実施した
  ・地域の方々との日記現代語訳作業部会　　開催回数30回
　　4年間分（昭和41～44年）の日記を解読し活字化、研究報告叢書第14巻と
　　して発行した。

3-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.21
「産学官連
携」

31

【附属研究所による地域課題解決のための
連携取組の推進】

○福岡県・田川市郡との産学官連携事業の
　推進
　・田川市郡包括連携協定に基づき、共同
　 研究事業等の連携事業を実施し、点検す
　 る。
○田川市郡との包括連携事業の推進
　・田川市郡1市6町1村と福岡県立大学との
　 包括連携協定のもと事業実施に向け協
　 議し、締結した内容を点検する。
○県立三大学連携による社会貢献共同プ
　ログラムの検討
　・県立三大学連携推進会議で協議し、三
　 大学連携県民公開講座を実施する。

○達成目標
  ・福岡県・田川市郡との産学官連携事業の
　 実施　：1件以上／年
  ・田川市郡との包括連携事業の実施
　　：5件以上／年（継続含む）
  ・県立三大学連携による社会貢献共同プ
　 ログラムの実施　：1企画以上／年

【附属研究所による地域課題解決のための連携取組の推進】

○福岡県・田川市郡との産学官連携事業の推進
　・田川市郡包括連携協定に基づき、共同研究事業等の連携事業を実施する
　 ため、福岡県立大学・田川連携推進協議会を1回開催し（6/5）、事務折衝を
　 終え、来年度の福岡県立大学・田川地域包括連携協議会設置に向け承諾を
　 得た。また，福岡県立飯塚研究開発センターと連携しながら本学教員と民間
　 企業とのマッチングを図った。ふくおか医療福祉関連機器・実証ネットワーク
　 に参加した。飯塚市経済部産学振興課主催の医工学連携推進フォーラム
　 （1/29）に本学のブースを設置しアピールを行った。
○田川市郡との包括連携事業の推進
　・田川市郡1市6町1村との包括連携協定に係る田川市との協議を行い、連携
　 取組の推進における情報交換を行った（7/28）。
○県立三大学連携による社会貢献共同プログラムの検討
　・県立三大学連携推進会議で協議し（6/27）、今年度は本学が主管校として、
　 三大学連携県民公開講座を実施した。
　 テーマは、 「食べる・噛む・生きる」であった。良好評価98.7％
　　第1回（10/17, 本学）　 「お口の健康で明るい家族」 131名参加
　　第2回（11/12, 北九州）「変わりゆく家族のかたちと食育」 113名参加
　　第3回（12/12, 福岡） 「子どもの成長のはぐくみと家族への支援」 42名参加
　　第4回（1/23, 筑後）　「子どもと家族の健康を守るために冬の感染症につい
　　　　　　　　　　　　　　　　 て学びましょう」 112名参加

○目標実績
  ・福岡県・田川市郡との産学官連携事業の実施　：4件／年
  ・田川市郡との包括連携事業の実施　：　3件／年（継続含む）
  ・県立三大学連携による社会貢献共同プログラムの実施　：1企画／年

1 【附属研究所による地域
課題解決のための連携取
組の推進】

①福岡県・田川市郡との
産学官連携事業の推進
②田川市郡との包括連携
事業の推進
③県立三大学連携による
社会貢献共同プログラム
の実施

○達成目標
・福岡県・田川市郡との産
学官連携事業の実施　：1
件以上／年
・田川市郡との包括連携
事業の実施　：5件以上／
年
・県立三大学連携による
社会貢献共同プログラム
の実施　：1企画以上／年

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

※１　地域と
アジアととも
に発展する
国際交流の
推進
の続き

２　県立三大
学、福岡県、
田川市郡と
の連携によ
る社会貢献
の推進
　地域の抱
える課題を
解決していく
ために、附属
研究所が核
となって県立
三大学、福
岡県、田川
市郡との連
携を深めた
取組を展開
していく。

【産炭地記録資料の英文
アーカイブ化と国際学術
研究交流の推進】

①世界記憶遺産に登録さ
れた山本作兵衛氏の日
記・絵画の一部を県立大
学で所管していることか
ら、産炭地の歴史や記録
資料(日記や絵画を含む）
を英文に翻訳し、それをイ
ンターネット等を通じて世
界に発信すると同時に、
世界各国の産炭地に所在
する大学との学術交流を
おこなう。

○達成目標
・英文アーカイブ化の基礎
となる日本語資料の翻訳
　　：平成27年度までに作
成
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】

〈生涯福祉研究センター〉
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡
　充
　・お父さんお母さんの学習室の運営
　・「足と靴の相談室」の運営他2事業の実
　 施
○地域活動の強化
  ・福祉の実践に関するセミナー他3事業の
　 実施
　・ボランティア養成ワークショップ継続の是
　 非について検討

○達成目標
　・福祉用具研究会の開催
　 （隔月１回：6回以上）
　・参加者・相談者アンケート
　　：良好評価75％以上

B

【高く評価する点】
　

【実施（達成）できなかった点】

No.36
｢生涯福祉
研究セン
ター活動実
績」

32

1 【地域住民の健康の向
上、福祉、教育等の相談・
支援の実施】
①生涯福祉研究センター
の事業推進
②ヘルスプロモーション実
践研究センターの事業推
進
③不登校・ひきこもりサ
ポートセンターの事業推進
④社会貢献・ボランティア
支援センターの事業推進

○達成目標
・参加者・相談者アンケー
ト　：良好評価75％以上

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】
〈生涯福祉研究センター〉
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡充
　・「お父さんお母さんの学習室」の運営
　　春季クラス、秋季クラス、3か月フォロー、6か月フォロー　計22回
　　のべ66名参加
　・「足と靴の相談室」の運営他2事業の実施
　　①「足と靴の相談室」のべ37名来談
　　②「おもちゃとしょかん・たがわ」4～12月、26回、のべ295名来館
　　③直方市教育委員会子ども育成課「要保護児童対策地域協議会による
　　　保育園でのペアレントトレーニング」3園、のべ16回訪問
○地域活動の強化
　・福祉の実践に関するセミナー他3事業の実施
　　①「福祉用具研究会」4～10月、8回、のべ154名参加
　　　西日本国際福祉機器展に参加し、福祉用具研究会の活動報告、
　　　公開講座の案内、 附属研究所の案内、大学案内の配布を行った。
　　　（11月8～10日　北九州市・西日本総合展示場、来場者 26,406名）
　　②「アンビシャス親子広場」のべ143組320名参加
　　③「日本語くらぶ・たがわ」4～11月、月2回、のべ54名参加
　　④「筑豊市民大学」への支援（プログラムの作成、講座・ゼミの実施等の
　　　支援
　・ボランティア養成ワークショップを平成27年4月着任の専任研究員の業務
　　として実施することを決定。具体的な内容は平成27年度に設計予定

○目標実績
　・福祉用具研究会の開催　8回
　・参加者・相談者アンケート　　良好評価 100％

３　地域に貢
献する大学
としての認知
度アップと事
業推進
　附属研究
所（生涯福祉
研究セン
ター、ヘルス
プロモーショ
ン実践研究
センター、不
登校・ひきこ
もりサポート
センター、社
会貢献・ボラ
ンティア支援
センター）を
核に、健や
かで心豊か
な福祉社会
の実現に貢
献する。ま
た、大学の
社会貢献活
動に関する
情報を積極
的に発信し、
地域に貢献
する大学とし
ての認知度
の向上を図
る。
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】

＜ヘルスプロモーション実践研究センター＞
①健康教室の実施・修正
○地域活動の強化
　・癒しの空間およびヒーリング講習会継続
　 実施　　 毎週水曜日実施　年間300名
　・世にも珍しいマザークラスinたがわ
　　年間 6回
○支援的環境づくり
　・地域住民と共に創造する筑豊の健康長
　 寿文化　：高齢者宅訪問：年間 30件
○個人技術
　・パパママは名医だぞ　年間 3回
　・保育看護学習会(保育士対象） 年間 6回
　・世にも珍しいマザークラスinふくおか
　　年間 6回
○健康大使制度の運用　継続実施

②福祉・教育・健康の相談事業の検討
○県立大学女性と子どものためのスペース
　「ら・どんな・まんま」　 年間 4日
○性の健康に関する事業（布ナプキン作
　成、マンスリービクス、月経何でも相談、
　性教育）
○多職種協働がんセミナー　2ヶ所

○達成目標
　・健康教室等：20件
　・参加者数：延べ　800名
　・参加者アンケート：良好評価　75％以上

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】
〈ヘルスプロモーション実践研究センター〉

①健康教室の実施・修正
○地域活動の強化
　・癒しの空間およびヒーリング講習会継続実施　　担当者不在のため未実施
　・世にも珍しいマザークラスinたがわ　 　6回実施、39名参加
○支援的環境づくり
　・地域住民と共に創造する筑豊の健康長寿文化　：高齢者宅訪問
　　14件実施、47名参加。　残りについては担当教員異動のため未実施
○個人技術
　・パパママは名医だぞ　3回実施、24名参加
　・保育看護学習会(保育士対象）　10回実施、467名参加
　・世にも珍しいマザークラスinふくおか　6回実施、54名参加
○健康大使制度の運用　継続実施
　　実施済み（パスポート・任命証書の作成、配布）

②福祉・教育・健康の相談事業の検討
○県立大学女性と子どものためのスペース「ら・どんな・まんま」　4回実施、
　　22名参加
○性の健康に関する事業（布ナプキン作成、マンスリービクス、月経何でも相
　談、性教育）　12回実施、143名参加
○多職種協働がんセミナー　2か所（苅田町、2会場で実施）、164名参加

○目標実績
　・健康教室等：　11件
　・参加者数：　延べ　1,933名
　・参加者アンケート：　良好評価 99.0％

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
　癒しの空間およびヒーリング講習会
継続実施については、担当していた教
員が退職し、後任者の補充ができな
かったため未実施となった。

N0.39
「ヘルスプロ
モーション実
践研究セン
ター」

33

1 ※【地域住民の健康の向
上、福祉、教育等の相談・
支援の実施】の続き

1-2 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き

－37－



福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【高く評価する点】
・登校開始率
　全国の適応指導教室・小中学校等に
よる取組の30.4％と比較しても高い成
果となっている。
・県大子どもサポーターの平成26年度
における対人援助職への就職率は
86.4％（38/44人）、子ども対象施設に
限ってみると36.4％（１6/44人）で、県
大子どもサポーター以外の学生と比較
していずれも高率であった（71.5％、
11.1％）。

【実施（達成）できなかった点】

No.38
「不登校・ひ
きこもりサ
ポートセン
ター」

34

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】
　
＜不登校・ひきこもりサポートセンター＞
○県大子どもサポーター派遣事業の実施

○教員対象研修事業の実施

○キャンパス・スクール事業の実施

○達成目標
　・サポーター派遣人数：140名以上
　・教員対象研修回数  ：10回以上
　・キャンパス・スクール受入れ児童数
　　：20名以上
　・登校開始率：37％
　　※　登校開始率とは、・・・キャンパス・
　　　　スクールから在籍校に定期的・非
　　　　定期的に通学を開始した児童・生徒
　　　　の率(1年間)。

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】
＜不登校・ひきこもりサポートセンター＞
○県大子どもサポーター派遣事業は、実人数217名、延べ2,788名が活動した。

○教員対象研修事業は、72回の研修を5,983名に実施した。

○キャンパス・スクール事業は、実人数24名、延べ1,856名が通級した。
　「キャンパス・スクール・夏」では実人数1名、延べ1名が通級した。

○目標実績
　・サポーター派遣人数：217名
　・教員対象研修回数  ：72回
　・キャンパス・スクール受入れ児童数：24名（キャンパス・スクール・夏は1名）
　・登校開始率：66.7％
※　登校開始率とは、・・・キャンパス・スクールから在籍校に定期的・非定期的
に通学を開始した児童・生徒の率(1年間)。

1 ※【地域住民の健康の向
上、福祉、教育等の相談・
支援の実施】の続き

1-3 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

A

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の
相談・支援の実施】

＜社会貢献・ボランティア支援センター＞
○学生の活動の場となる外部団体と学生と
　のコーディネートの実施
　・学生の社会貢献・ボランティア活動を求
　 める外部団体の情報を学生に提供する。
　・社会貢献・ボランティア活動を希望する
　 学生の相談に応じ、学生の活動の場とな
　 る外部団体と学生とのコーディネートを行
　 う。
○社会貢献・ボランティア活動を行う学生グ
　ループへの支援
　・学内のボランティアサークルとの懇談会
　 を開催する（年2回以上）。
  ・学生グループの活動の場（研修、会議、
　 作業等）を提供する。
  ・学生サークルの課題を把握し、自らが解
　 決できるように支援する。
○地域と連携した学生活動の支援
  ・地元商店街や地域の活性化、小・中学校
　 の学習支援、防災等の課題に地域と連携
　 して取り組む学生活動に対して地域の関
　 係団体との連絡調整、相談対応、アドバ
　 イス等の支援を行う。
○学生の社会貢献・ボランティア活動の普
　及と質の向上
　・社会貢献・ボランティア活動に関する学
　 習会や研修会を企画・実施する（年1回
　 以上）。
　・学生提案による研修会の実施を支援す
　 る。

○達成目標
　・外部団体・機関登録数　90件以上
　・センターのコーディネートにより活動を
　 行った学生数　300人（延）
　・社会貢献フォーラムの開催　年１回

【地域住民の健康の向上、福祉、教育等の相談・支援の実施】

＜社会貢献・ボランティア支援センター＞
○学生の活動の場となる外部団体と学生とのコーディネートの実施
　・外部団体の登録件数は148件となり、70件のボランティア依頼情報を学生に
　 提供した。
　・延86人の学生の相談に応じ、コーディネートにより延414人の学生が活動を
　 行った。
○社会貢献・ボランティア活動を行う学生グループへの支援
　・学内のボランティアサークルとの懇談会を3回実施した。
　・延538人の学生が「学生活動ルーム」を利用した。
　・12グループに対して、相談対応やアドバイス等の支援を行った。
○地域と連携した学生活動の支援
　・6件の活動に対して、地域の関係団体との連絡調整、相談対応、アドバイス
　 等の支援を行った。
○学生の社会貢献・ボランティア活動の普及と質の向上
　・「社会貢献フォーラム」など、社会貢献・ボランティア活動に関する研修会を
　  3件実施した。
　　また、正課授業「社会貢献論」、「社会貢献論演習」の運営支援を行った。
　・学生提案による研修会を2件実施した。

○目標実績
　・外部団体・機関登録件数　148件
　・センターのコーディネートにより活動を行った学生数　414人（延）
　・社会貢献フォーラムの開催　1回

1 ※【地域住民の健康の向
上、福祉、教育等の相談・
支援の実施】の続き

1-4 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】
　

【実施（達成）できなかった点】

No.16
「学生サーク
ル」

35

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

2

【資格・免許保持者等へのリカレント教育や
研修の実施】

＜生涯福祉研究センター＞
○地域支援の充実
　・「特別支援教育・スキルアッププログラ
　 ム」の実施
　・直方市と「保育士・教師のためのペアレン
　 トスキルアッププログラム」の共催　他2件
○教育研修活動の実施
　・「山本作兵衛さんを＜読む＞会」の実施・
　 運営と情報公開について再検討
　・「筑豊英語教員フォーラム」の実施・運営
　 （月１～２回）　他７件の活動実施
　・リカレントセミナーの開催
○社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉
　従事者へのキャリアアップ及びリカレント
　教育の検討・実施

＜ヘルスプロモーション実践研究センター＞
○リカレント教育
　・身体感覚活性化＜世にも珍しい＞マザ
　 ークラス医療者向けセミナーの開催　他
　 4教育を実施
　・看護技術の追跡調査の検討と実施
　・追跡調査結果のリカレント教育への反映

○達成目標
　・専門分野を深める講習会、研究会の開
　 催回数
　　：各ライセンス向けのリカレント実施数
　　　年間1回以上
　　　・看護師対象のリカレント教育
　　　　1事業/年以上
　　　・助産師対象のリカレント教育
　　　　1事業/年以上
　　　・保健師対象のリカレント教育
　　　　1事業/年以上
　　　・卒業生参加数
　　　　：各学部卒業生参加数　：年間10名

【資格・免許保持者等へのリカレント教育や研修の実施】
＜生涯福祉研究センター＞
○地域支援の充実
　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」　5回開催、のべ79名参加
　・直方市と「保育士・教師のためのペアレントスキルアッププログラム」の共催
　　他2件
　　①直方市と「保育士・教師のためのペアレントスキルアッププログラム」の
　　　 共催（1月～2月）
　　②「筑豊市民大学」5コース及び公開講演会（5月～3月）
　　③「介護技術セミナー」（6月14-15日、7月26日、8月30日、9月19～21日）
○教育研修活動の実施
　・「山本作兵衛さんを＜読む＞会」
　　　運営のあり方：山本作兵衛事務所と適宜協議を行った。
　　　情報公開のあり方：原則として電子媒体で行うことを決定した。
　・「筑豊英語教員フォーラム」の実施・運営（月1～2回）他7件の活動実施
　　①「筑豊英語教員フォーラム」4月～10月、月2回、のべ90名参加
　　②「山本作兵衛さんを＜読む＞会」48回開催、のべ816名参加
　　③「保健・医療・福祉職対象　足と靴の健康・実践講座」12月13～14日、
　　　　のべ17名参加
　　④「直方市保育所連盟統合部会研修会」7～9月、3回、のべ36名参加
　　⑤「福祉用具体験講習」7月2日、23名参加
　　⑥「PCスキル養成講座」3月3日、7名参加
　　⑦「さわやかな自己表現塾」2月26～27日、のべ41名参加
　　⑧「生命保険実学講座」3月3日、20名参加
　・リカレントセミナーの開催
　　①「教職員向けPCスキル養成講座」3月3日、3名参加
　　②「教職員向け生命保険実学講座」3月3日、4名参加
○社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉従事者へのキャリアアップ
　　及びリカレント教育の検討・実施
　　①「福岡県立大学リカレントセミナー　フィリピンにおける児童家庭福祉」
　　　　8月2日、24名参加
　　②「福岡県立大学リカレントセミナー　福祉を実践するものの価値」
　　　　3月7日、124名参加

＜ヘルスプロモーション実践研究センター＞
○リカレント教育
　・身体感覚活性化＜世にも珍しい＞マザークラス医療者向けセミナーの開催
　　1回実施（一般3名、看護師3名、保健師1名、助産師37名、うち卒業生2名）
　・看護技術の追跡調査の検討と実施
　　福岡ヘルシーエイジング研究会　11回実施（看護師101名）
　・追跡調査結果のリカレント教育への反映
　　①（外来看護師さんの井戸端会議）　1回実施（看護師26名、うち卒業生1名）
　　②母乳育児支援者のための20時間ベーシックコース（同名）
　　　　8回実施（一般31名、看護師4名、助産師43名、うち卒業生9名）
　　③健康支援教室（地域住民の感染症予防スキルアップ事業）
　　　　3回実施、363名（保健師1名）
　④保健師リカレント教育　2回実施　(一般25名、保健師13名）

○目標実績
　・専門分野を深める講習会、研究会の開催回数
　　：各ライセンス向けのリカレント実施数
　　　・看護師対象のリカレント教育　4事業実施
　　　・助産師対象のリカレント教育　2事業実施
　　　・保健師対象のリカレント教育　3事業実施
　　　・卒業生参加数：　人間社会学部　年間48名、看護学部　年間12名

N0.39
「ヘルスプロ
モーション実
践研究セン
ター」

36

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き

【資格・免許保持者等への
リカレント教育や研修の実
施】

①資格・免許保持者等へ
の力量形成にむけた教育
と卒業生へのキャリアサ
ポートの実施

○達成目標
・専門分野を深める講習
会、研究会の開催回数
　　：各ライセンス向けのリ
カレント実施数　年間1回
以上
・看護技術追跡調査実施
状況　：年間1回（平成25
年度から）
・卒業生参加数　：各学部
卒業生参加数　：年間10
名

2-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

－40－



福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

37

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き

3 【地域に貢献する大学とし
ての認知度アップ戦略】

①附属研究所(不登校・ひ
きこもりサポートセンター
等）の全国モデルとしての
展開
②公開講座の実施
③世界記憶遺産「山本作
兵衛の日記等」の保管・管
理及び公開
④附属研究所関連研究分
野における大学または研
究所間の全国ネットワーク
の組織の創設

○達成目標
・学会・県外研修会等にお
ける附属研究所活動紹介
の回数
　　：年5回以上
・公開講座の実施回数　：
年3回以上開催

3-1 【平成26年度計画】 【平成26年度の実施状況】

【地域に貢献する大学としての認知度アップ
戦略】
○附属研究所(不登校・ひきこもりサポート
　センター等）の全国モデルとしての展開
　・全国モデルとしての展開を各センター、
　 調整部会で検討し、発信する。
○公開講座の実施
　・公開講座を学内外に発信し、3講座を実
　 施する。
○世界記憶遺産「山本作兵衛の日記等」の
　保存・管理及び公開
　・保存・管理及び公開のための目録を作成
　 する。
　・報道関係者の取材に協力し、他の公文
　 書館等と活用・公開について連携する。
　・山本作兵衛関連資料のデータベース化
○附属研究所関連研究分野における大学
　または研究所間の全国ネットワークの組
　織の検討
　・関連研究分野の全国ネットワーク組織を
　 検討・実施する。

○達成目標
　・学会・県外研修会等における附属研究所
　 活動紹介の回数　：年5回以上
　・公開講座の実施回数　：年3回以上開催

【地域に貢献する大学としての認知度アップ戦略】
○附属研究所(不登校・ひきこもりサポートセンター等）の全国モデルとしての展
　開
　・全国モデルとしての展開を各センター、調整部会で検討し、発信した。
○公開講座の実施
　・公開講座3講座及び県立3大学連携県民公開講座を、以下のとおり実施し、
　 報告書（79頁）を作成した。三講座を通して良好評価は78.6%であった。
　 （1）公開講座Ⅰ「いじめと不登校を考える」　（全3回、実受講者40名)
　 （2）公開講座Ⅱ「在宅医療・介護の今…を考える」 （全3回、 実受講者24名）
　 （3）公開講座Ⅲ「年齢なんかに負けないぞ!!」　（全3回、実受講者30名）
　 （4）県立3大学連携県民公開講座
　　　　食べる・噛む・生きる～お口の健康で明るい家族～
　　　　（10/17開催、131名参加　良好評価98.7％）
○世界記憶遺産「山本作兵衛の日記等」の保存・管理及び公開
　・保存・管理及び公開のための目録を作成中であり、保存数（記録画）につい
　 ては、世界記憶遺産（ＭＯＷ）登録分（4点）、寄贈分（1点）、寄託分（146点）
　 の合計151点であることが確認された。また、福岡県立大学が保管する山本
　 作兵衛関係資料等管理規則、寄託契約書を作成した。田川市と連携して保
　 存管理計画（日本語版）を作成した。
　・報道関係者の取材に協力した。また、九州歴史資料館等と活用・公開につ
　 いての連携を行った。その結果、湿度のコントロールが必要なことが示唆さ
　 れた。
　 （1）第1回展示「子どもたち」（5/17～18）　来場者数177名　良好評価93.0％
　　報道関係者（西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞）の取材に協力。
　 （2）第2回展示「子どもたち」（8/9）　来場者数163名　良好評価88.0％
　　報道関係者（西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞）の取材に協力。
　 （3）第3回展示「家族」（11/8～9）　来場者数143名　良好評価94.0％
　 （4）第4回展示『家族』（3/19）　来場者数44名　良好評価96.0％
　・山本作兵衛関連資料のデータベース化については、紙類の分が終了。今後
　 は紙類外の分を行っていくこととなった。
○附属研究所関連研究分野における大学または研究所間の全国ネットワーク
　の組織の検討
　・関連研究分野の全国ネットワーク組織を検討・実施するため、各センターに
　 おいて調査、情報収集を行い、一覧表を作成した。

○目標実績
　・学会・県外研修会等における附属研究所活動紹介の回数：　年12回
　・公開講座の実施回数：　年4回開催
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福岡県立大学（社会貢献）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

26年度 26年度

11 11

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
　受験者リクルートのためのセミナーを
実施し目標参加者数の8倍の参加を得
たものの、入学試験志願倍率は目標
に達しなかった。（本センターを含めた
全国の糖尿病看護認定看護師教育機
関全てで受験者数が定員数を満たして
いない）
リカレント教育等、計画を上回って実施
したものもあるためB評価とする。

38

4 4-1 【平成26年度計画】

 

【平成26年度の実施状況】

B

【看護実践教育センターでの認定看護師教
育の充実】
○リカレント教育等の実施（看護実践教育
　センター）
　・福岡糖尿病患者教育研究会の定期開催
　　：年4回以上
　・同窓生によるフォローアップ研修会
　　：年１回以上
　・リクルートのためのリカレントセミナーの
　 開催　：年1回以上
○糖尿病健康教育活動の実施
　・地域住民・企業等を対象に、糖尿病予
　 防・療養等に関する出前講義
　　：年3回以上
　・医療・福祉・保健分野で働く人々からの
　 糖尿病に関する相談対応
○積極的広報活動
　・ホームページの充実
　・健康教育活動の告知・募集の実施
　・本センター修了生への試験関連情報提
　 供(ポスター送付)

○達成目標
　・入学試験志願倍率（志願者数/募集人
　 数）　　1.5倍
　・認定審査合格率　　90％
　・患者教育研究会延べ参加者数
　　　20名以上
　・セミナー参加者数　　50名以上、
　　参加者アンケート　良好評価75％以上
　･糖尿病予防教育（出前講義）
　　開催回数3回以上、
　　参加者アンケート　良好評価75％以上

○リカレント教育等の実施（看護実践教育センター）
　・福岡糖尿病患者教育研究会の定期開催　（9回実施）
　・同窓生によるフォローアップ研修会の実施　（1回実施、参加者数35人）
　・リクルートのためのリカレントセミナーの実施
　 （第２回糖尿病看護実践力開発セミナー7/13開催、参加者数400人）
○糖尿病健康教育活動の実施
　・地域住民・企業等を対象に、糖尿病予防・療養等に関する出前講義
　　田川市周辺、北九州地域で計3回実施（参加者合計165名）
　・医療・福祉・保健分野で働く人々からの糖尿病に関する相談対応
　　近隣の介護事業所等の職員からの相談対応（合計3件）
○積極的広報活動
　・学内行事、入試情報、セミナー開催について、随時ホームページを更新
　・健康教育展示活動についてパンフレットを用いた告知を実施
　・本センター修了生への入試案内ポスター送付福岡県内の
　　各糖尿病療養指導士会HPへの試験情報掲載依頼

○目標実績
　・入学試験志願倍率（志願者数/募集人数）：　0.78倍
　・認定審査合格率：　100％
　・患者教育研究会延べ参加者数：　73人
　・セミナー参加者数：　400名、アンケートにおける良好評価　97.5%
　・糖尿病予防教育（出前講義等）：　開催回数3回、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者アンケート良好評価　100%

※３　地域に
貢献する大
学としての認
知度アップと
事業推進
の続き

ウェイト総計 項目数計

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

【看護実践教育センターで
の認定看護師教育の充
実】

①糖尿病看護認定看護師
教育課程を運営し、地域
に貢献する糖尿病看護師
を養成する。
②志願倍率を保ち、より水
準の高い人材を確保する
ためのリクルート活動を行
う。
③同窓生によるネットワー
クを構築し、よりよい糖尿
病看護のあり方について
学ぶ場を持ち、研鑽しあ
う。
④地域貢献の一環として
田川市郡を中心に生活習
慣病に関連した健康教育
を積極的に実施する。

○達成目標
・志願倍率：（志願者数／
募集人員）　：1.5倍以上
・認定合格率　：90％
・福岡県糖尿病看護研究
会の定期開催　：年4回以
上
　同窓生によるフォロー
アップ研修会　：年１回以
上
・リクルートのためのリカレ
ント研修会の開催　：年1
回以上
　参加者アンケート　：良
好評価75％以上
・健康教室　：年3回以上
開催
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福岡県立大学（業務運営）

中期目標
４　業務運営

項目 評価

1１　運営体制
の改善
　　理事長の
リーダーシッ
プのもと、社
会のニーズ
に対応する
ため、柔軟
かつ機動的
に教育研究
体制を整備
するととも
に、多様化
する大学運
営の課題に
対応するた
め、専門性を
備えた職員
の人材確保・
育成など、大
学運営の基
盤強化を図
る。

年度計画項目別評価

「理事長のリーダーシップのもと、大学運営の改善を推進する。」
　　大学は、理事長のリーダーシップのもと、自律性を確保しつつ、社会のニーズに対応するため、柔軟かつ機動的に教育研究体制を整備し、大学運営の改善を推進する。
　　多様化する大学運営の課題に対応するため、専門性を備えた人材の確保・育成を図る。

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

39

【事務局機能の強化】
○事務機能強化に向けた専門性を要する
　部署へのプロパー職員の登用
○各部署における業務マニュアルの冊子化
○公立大学協会主催の事務職員を対象とし
　た研修及び学内ＳＤ研修の実施
○事務局データベースとしてのファイル共有
　システムの活用
○ヒヤリハット報告に基づく事故再発防止の
　事例検討
○防犯講習会の開催（年2回）
○より一層の安全管理体制の充実を図るた
　め、防災訓練の実施・充実
○県立三大学の事務処理共通化につい
　て、三大学経営管理部会議を開催して引
　き続き検討する

○達成目標
　・プロパー職員の採用
　　：平成27年度1名採用
　・防災訓練の実施　：1回/年

【事務局機能の強化】

○プロパー職員2名を新規採用し、経営企画班、学生支援班に配置した。
　また、27年度に採用する１名については、経験者枠とすることとした。
○業務マニュアルについて、記載内容を整理した。
○公立大学協会主催の事務職員を対象とした研修に２名参加。26年度新採
　プロパー職員の学内ＳＤ研修を11月13日に実施した。
○データ交換などにファイル共有システムを活用した。
○ヒヤリハット報告に基づく事故再発防止の事例検討については、情報収集等
　を行った。
○防犯講習会については、4月に2回開催した。
○寮の防災訓練を実施済み。全学の訓練を11月18日に実施
○三大学経営管理部会議を11月27日に開催し、継続して検討を行うこととした

○目標実績
　・プロパー職員の採用：　平成27年度1名採用
　・防災訓練の実施：　1回/年

実施事項 理由

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】【事務局機能の強化】

①大学に特有な業務の機
能を強化するため、段階
的にプロパー職員の採用
を進める。
②徹底的な事務処理の見
直し、業務マニュアルの作
成、情報の共有化により、
事務作業の簡略化を検討
する。
③事務職員の資質の向上
と教育現場に関わる者とし
て意識の向上を図るた
め、ＳＤのシステム化を推
進する。
④研究や活動内容等を
データベース化し、蓄積し
た情報を有効活用する。
⑤防災・防犯対策や学生
の事故防止のため安全管
理体制の充実を図る。
⑥より機能的な事務体制
の実現に向けて、県立三
大学の事務処理の共通化
を検討・実施する。

○達成目標
・プロパー職員の採用　：
平成27年度まで8名以上
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福岡県立大学（業務運営）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

2

3

4

26年度 26年度

4 4

【教員の志気を高める教
育環境の整備】

①教員表彰制度（Best
Teacher's Award・研究費
優遇・学内外公表等）の創
設
②研究経費の全学的視点
からの戦略的配分を推進
するため、理事長裁量経
費としての研究奨励交付
金制度の充実
③担当科目数の平準化
　

○達成目標
　・教員表彰の実施（Best
Teacher's Awardを含む）
：毎年度の表彰
　・研究費に占める研究奨
励金の割合　：30％

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

40

【教員の志気を高める教育環境の整備】
○教員表彰を実施する。
○研究奨励交付金制度の実施
　・学長留保分を5％枠確保する。
○常勤教員の授業担当科目数の実態調査
　に基づき、担当科目平準化の実施案を作
　成
　・平成27年度の実施に向け本年度一部
　 実施して検討を進める。

○達成目標
　・教員表彰の実施（Best Teacher's Award
　 を含む）
　・研究費に占める研究奨励交付金の割合
　　：30％

【教員の志気を高める教育環境の整備】
○教員表彰（ベストティーチャー）については公募を行ったが、審査の結果、該
　当者なし。
○研究奨励交付金制度の実施
　・学長留保分を5％枠確保し、研究奨励交付金の公募・採択を行った。
○常勤教員の授業担当科目数の実態調査に基づき、担当科目平準化の実施
　案を作成
　・平成27年度の実施に向け、平成25年度の常勤教員の授業担当科目数の実
　 態調査をもとに、年間担当科目数の上限を申し合わせ事項として教務入試委
　 員会にて制定した。

○目標実績
　・教員表彰：　ベストティーチャー公募に対する該当者なし
　・研究費に占める研究奨励交付金の割合：　30％

2-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

41

【教員の個人業績評価システムの改善】

○平成25年度に見直した教員個人業績評
　価基準の周知を図る。

【教員の個人業績評価システムの改善】

○平成25年度に見直した教員個人業績評価基準について、平成26年度分（平
　成27年度実施）からの導入に向けた周知を行った。

3-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

4-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】 42

【リスクマネジメント体制の整備】
○基本指針の作成と危機管理規定を策定し
　て体制を整備する
○洗い出したリスク別の対応方法の整理

【リスクマネジメント体制の整備】
○基本指針、危機管理規定を策定した
○自然災害や情報流出等、洗い出した28項目のリスクについて、リスク別の
　対応方法を整理した。

※１　運営体
制の改善
の続き

【教員の個人業績評価シ
ステムの改善】

①教員の個人業績評価シ
ステムを改善し、効率化を
図るとともに、より妥当な
評価基準を作成する。
②個人業績評価基準見直
し検討委員会を設置し、先
行している国立大学や公
立大学の実態を調査、教
員に対するヒアリングの実
施、第一期における個人
業績評価結果の分析を行
い、改善案を策定する。

【リスクマネジメント体制の
整備】

①他大学の体制調査・リ
スクの洗い出し作業等を
実施する。
②リスクに対応したマニュ
アルを作成してリスクマネ
ジメント体制を整備する。

ウェイト総計 項目数計

【ウェイト付けの理由】（年度計画）
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福岡県立大学（財務）

中期目標
５　財務

項目 評価

1

年度計画項目別評価

「経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。」
　　大学は、その運営が公的資金に支えられていることを踏まえ、経営者の視点に立って、不断の経営努力を行う。
　　収入については、教育研究活動等の活性化のため外部資金の獲得に積極的に取り組むなど、自己収入の増加に努める。
　　経費については、適正執行に努めるとともに、業務の効率化や人員配置の見直しを推進する。

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

1-1 【平成26年度計画】

2

【平成26年度の実施状況】【外部研究資金等の積極
的確保】

①受託研究、受託事業な
どの外部研究資金等の積
極的獲得に全学的に取り
組む。外部研究資金等獲
得に向けた支援体制を整
備する。
②民間企業や同窓会組織
に対して、寄附金等を増
加させるための広報活動
を戦略的に実施し、自主
財源基金化スキームの実
現に向けて検討する。

○達成目標
・外部研究資金等獲得額
：年間5,000万円以上

A+

【高く評価する点】
　獲得金額が目標比で223％と大幅に
上回った。

【実施（達成）できなかった点】

No.19
「研究」 43

【外部研究資金等の積極的確保】
○科研費申請繁忙期の事務局機能支援の
　強化
○ホームページへの外部研究資金公募情
　報掲載の充実
○科研費応募率向上のための研修会の開
　催
○科研費申請者に係る教員への個別の働
　きかけ
○県大基金への寄附金等を増加させるため
　の広報の実施
○自主財源基金スキームの平成27年度実
　施に向けた検討

○達成目標
　・外部研究資金等獲得金額
　　：年間5,000万円以上

【外部研究資金等の積極的確保】
○科研費申請繁忙期に臨時職員を雇用し、事務処理を支援した。
○ホームページへの外部研究資金公募情報掲載を、随時実施した。
○科研費応募率向上のための研修会を10月3日に開催した。
○科研費申請者に係る教員への個別の働きかけを実施した。
○9月発行の「大学広報」に県大基金の紹介文を掲載した。
○受託研究費の基金化について検討を行った。

○目標実績
　・外部研究資金等獲得金額：　111,682千円
　　　　　　　　　　　　　　　　（科研費 64,732千円、文科省補助金等 46,950千円）

１　自己収入
の積極的確
保

　外部研究
資金等の確
保に対する
取組を強化
することによ
り自己収入
の積極的確
保を図る。
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福岡県立大学（財務）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

1

2

26年度 26年度

4 3

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

44

【業務改善による経費の削減】
○消耗品の集中発注システムの活用
○アウトソーシング可能な業務の検討
○省エネ対策（節電対策）の推進

○達成目標
　・業務改善件数　1件以上／年

【業務改善による経費の削減】
○トナーなどの消耗品を集中発注し経費を節減した。
○授業評価アンケート等大量の集計作業等についてアウトソーシング化を検
　討した。
○空調管理の徹底、照明の間引き、エレベーター稼働台数の削減、昼休み消
　灯等を実施し、電気使用量を前年度比で6.8％削減した。

○目標実績
　・業務改善件数　2件（電話交換士、博多サテライトの廃止）

【ウェイト付けの理由】（年度計画）
　・1-1-1　法人の収入増を図るためには様々な取組が必要である。産学官連携等による外部研究資金の確保に取り組んでいるが、中でも科研費等の外部資金の獲得がより重要である。更には広報活動の強化や同窓会組織等への働きかけなど
　　　　　戦略的取組を行っていく。

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】
　看護学部において、時間外勤務時間
数が前年度を上回った。

No.31
「経費削減」 45

【人件費の抑制】
○教育研究水準の維持・向上に配慮した退
　職教員の補充における若手教員の採用
○時間外勤務縮減施策の検討

○達成目標
　・平成26年度時間外勤務時間数が前年度
　 を下回ること（H26年度新規事業分を除く）

【人件費の抑制】
○退職教授（1名）の後任として、講師を採用
○時間外勤務縮減施策として、事務局職員を対象に定時退庁日を設定、実施

○目標実績
　・平成26年度時間外勤務時間数　前年度比 +3.8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25年度13,392H → 26年度 13,904H）

【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【業務改善による経費の
削減】

①事務処理方法の見直し
や外部委託などの業務改
善を実施し経費の削減を
図る。
②エコ・省エネ型キャンパ
スの実現を図る。

○達成目標
・年度計画で設定

2-1

２　運営経費
の削減・抑制

　業務改善
による経費
の削減と人
件費の抑制
に取り組む。

ウェイト総計 項目数計

【人件費の抑制】

①教育研究水準の維持・
向上に配慮しつつ、人件
費の抑制を図る。

○達成目標
　年度計画で設定
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福岡県立大学（評価及び情報公開）

中期目標
６　評価及び
情報公開

項目 評価

1

年度計画項目別評価

「評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。また、大学情報を積極的に公開する。」
(1) 評価
　　　教育・研究その他大学運営全般についての自己点検・評価を厳正に実施するとともに、福岡県公立大学法人評価委員会の評価及び認証評価機関の評価を、大学運営の改善に速やかに反映させる。
(2) 情報公開
　　　学生や保護者等に対し適切かつ迅速に情報を提供するとともに、社会のニーズに適応した大学情報を積極的に公開し大学の存在感を高める。

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

【自己点検・評価の見直し
と実施】

①中期目標の実現を目指
して、計画的に年度計画
を立て、実施し、自己評価
する。県評価委員会の評
価結果を大学運営に反映
させる。
②各教員の教育・研究・社
会貢献の実績調査を実施
し、教育・研究・社会貢献
一覧を作成し、HPに掲載
する。
③次期認証評価に向け
て，必要なデータを蓄積す
る仕組みを検討し、認証
評価の準備を行う。

B

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

46

【自己点検・評価の見直しと実施】
○県評価委員会の評価結果を大学運営に
　反映させる。
○教員の教育・研究・社会貢献一覧を作成
　し、HPに掲載する。
○認証評価受審のためのW.G.を設置する。
○認証評価W.G.で受審内容を検討し、課題
　を改革推進委員会に報告する。

【自己点検・評価の見直しと実施】
○県評価委員会の評価結果については、部局長会議、改革推進委員会等で
　審議し、大学運営に反映させた。
○平成26年度の教員の教育・研究・社会貢献の実績について、各教員から提
　出された実績報告書を取りまとめた。（27年5月にHPに掲載）
○自己点検評価室を10月に設置した。この自己点検評価室を中心とした認証
　評価受審W.G設置を検討し、平成27年3月の改革推進委員会に認証評価受審
　W.G.設置案を提出し、承認された。（27年度に認証評価受審W.Gを設置）
○認証評価受審W.G設置の検討の前に、自己点検評価室での各評価基準の
　事前チェックを行い、各評価基準のチェック表を作成し、27年3月の改革推進
　委員会に報告した。

１　自己点
検・評価の効
率的な実施

　自己点検・
評価及び各
種評価結果
を大学運営
に反映し、改
善を図る。
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福岡県立大学（評価及び情報公開）

項目 評価

中期計画
平成26年度計画 ウェイト 計画の実施状況等

自己評価 データ
番　号

通し
番号実施事項 理由

1

26年度 26年度

2 2

47

1-1 【平成26年度計画】

1

【平成26年度の実施状況】

B

【県大ブランド力の強化】
○ＨＰの掲載情報における更新について、
　定期的にチェック
○ＨＰの全面的リニューアルについての具
　体的検討
○教育プログラムにおける特色ある取組に
　ついて、ＨＰの教育情報の中の任意情報
　の充実
○多様な媒体を通した積極的な広報活動の
　充実
　・「大学案内」及び「大学広報」などの広報
　 パンフレットの刊行
　・高校への出前講義によるＰＲ活動
　・福岡県広報の積極的活用
○情報発信体制の整備
　・大学発のフォーラム・シンポジウムの積
　 極的な記者資料提供

○達成目標
　・大学案内パンフレットの作成　：2種類
　・広報誌の作成　：2回／年　発行
　・出前講義数及びアンケート
　　：出前講義（体験学習含む）20回以上
　　　良好評価75％以上
　・教育プログラム紹介の広報活動実績
　　：3件以上／年
　・メディアに取り上げられた件数
　　：地方版5件以上／年
　　　全国版1件以上／年

【県大ブランド力の強化】
○ＨＰの掲載情報における更新について、9月にチェックを実施した。
○ＨＰのリニューアルについては、費用の問題等を勘案し、トップページのフラッ
　シュを定期的に変更するなどの改訂を実施した。
○ディプロマポリシーをＨＰの教育情報欄に掲載した。また、「全学横断型教育
　プログラム」をHP内にバナー掲載し、容易にアクセスできるようにした。
○多様な媒体を通した積極的な広報活動の充実
　・「大学案内」を7月に作成。「大学広報」を26年9月、27年3月の２回発行
　・高校への出前講義によるＰＲ活動　　24回実施
　・プロパー職員採用試験の周知に福岡県広報を活用した。
○情報発信体制の整備
　・ブラッシュアップセミナー（7月）について、記者資料を提供した。
　 県立三大学連携公開講座（10月）について、記者資料を提供した。
　 人間社会学部卒論公開発表会（2月）について、記者資料を提供した。

○目標実績
　・大学案内パンフレットの作成：　2種類
　・広報誌の作成：　2回/年
　・出前講義及びアンケート：　回数31回　良好評価94.5％
　・教育プログラム紹介の広報活動実績：　3件
　・メディアに取り上げられた件数：　地方版22件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　全国版2件

ウェイト総計 項目数計

【ウェイト付けの理由】（年度計画）

２　広報活動
の充実・強化

　本学の教
育理念、教
育・研究内
容、社会貢
献活動等に
ついて積極
的に情報公
開し、県大ブ
ランド力を高
める。

【県大ブランド力の強化】

効果的な広報活動による
社会的プレゼンスの向上・
メディアとの包括連携の推
進を図る
①魅力あるＨＰの充実
②県大ブランドとなる教育
プログラム等の積極的広
報
③多様な媒体（出版物、マ
スメディア、車内広告、駅
広告などの活用）や出前
講義等を通した広報活動
の充実
④情報発信体制の整備

○達成目標
・大学案内パンフレットの
作成　：2種類
・広報誌の作成　：2回／
年　発行
・出前講義数及びアン
ケート　：出前講義（体験
学習含む）20回以上
　　良好評価75％以上
・教育プログラム紹介の広
報活動実績　：3件以上／
年
・メディアに取り上げられ
た件数　：地方版5件以上
／年
　　全国版1件以上／年

【高く評価する点】

【実施（達成）できなかった点】

No.5
「出前講義」
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福岡県立大学

関連する通し番号

（評価委員会）

特記事項(自由記載)

特　記　事　項

○今年度より、両学部で学ぶ専門科目に加え、専門的職業人に求められる能力を養成する教育プログラムである「全学横断型教育プログラム」を編成し、大学案内にも7頁にわたり記載して、学内外
　に広く周知した。全学横断型教育プログラムとして、今年度は「援助力養成プログラム」、「国際交流プログラム」、「キャリア形成支援プログラム」の3プログラムを編成し、今後更に拡充を図ることと
　している。

○11月1日～3日まで福岡県にて開催された「スペシャルオリンピックス2014」において、選手村の一つ（福岡県立社会教育総合センター）を本学学生が主となって運営した。参加学生は36名であり、
　不登校・ひきこもりサポートセンターの専門研究員が副村長としてコーディネートした。500名を超えるアスリートの選手村生活に際し、臨機応変に対応を行い、大学としては唯一、スペシャルオリン
　ピックス2014実行委員会から表彰を受けた。

○情報処理教室1及び2の機器更新に伴い、コンピュータを配置した演習室を整備し、学生が自己学習でき、大学院やゼミなど少人数でコンピュータを使用しながら講義ができる環境を整備した（3208
　演習室）。

○ガバナンス改革の一環として、学内委員会・部会を抜本的に再編し、全部会を主要5委員会の下に位置づけた。これにより、意思決定の枠組みが明確となり、委員会・部会の活性化が図られた。

○西鉄バス筑豊㈱との協議により、平成27年3月21日から「筑豊特急」線（福岡～田川伊田）が本学構内への乗り入れ（始発・終着）を開始し、本学学生・教職員のみならず、地域住民の利便性向上
　が図られた。

 「教育」、「研究」、「社会貢献」、「業務運営」、「財務」、「評価及び情報公開」の枠組みにとらわれず、各大学が特徴として打ち出している重点的に取り組んだ事項や特記すべき事項を記載してください。 

 なお、記載にあたっては、取組内容だけでなく、取組みの成果や効果等があれば、併せて記載してください。 
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(百万円）

区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a)

費用の部 1,817 1,759 ▲ 58

　経常費用 1,816 1,757 ▲ 59

　　業務費 1,564 1,534 ▲ 30

　　　　教育研究経費 325 334 9

　　　　受託研究費等 33 2 ▲ 31

　　　　人件費 1,205 1,197 ▲ 8

　　一般管理経費 252 221 ▲ 31

　　　（減価償却費　再掲） (83) (87) ▲ 4

　　財務費用 - 1 1

　臨時損失 - 1 1

収益の部 1,817 1,821 4

　経常収益 1,817 1,820 3

　　運営費交付金収益 956 971 15

　　授業料収益 581 557 ▲ 24

　　入学金収益 118 111 ▲ 7

　　検定料収益 24 26 2

　　その他業務収益 - 0 0

　　受託研究等収益 - 2 2

　　受託事業等収益 - - -

　　補助金等収益 33 46 13

　　寄付金収益 0 1 1

　　資産見返物品受贈額戻入 43 44 1

　　資産見返運営費交付金等戻入 4 3 ▲ 1

　　資産見返寄附金戻入 2 2 0

　　資産見返補助金戻入 12 11 ▲ 1

　　資産見返補償金戻入 0 0 0

　　財務収益 0 0 0

　　雑益 39 39 0

　臨時利益 - 1 0

純利益 - 62 62

　前中期目標期間繰越積立金取崩額 - - 0

　目的積立金取崩額 - - 0

総利益 - 62 62

その他中期計画において定める事項

中期計画
年度計画

Ⅰ　収支計画予算及び資
金計画予算

１．収支計画予算

自己
評価計画 実績

－
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区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(b)－(a)

資金支出 1,873 1,869 ▲ 4
　業務活動による支出 1,726 1,642 ▲ 84
　投資活動による支出 11 42 31
　財務活動による支出 16 21 5
　翌年度への繰越金 118 164 46

資金収入 1,873 1,869 ▲ 4
　業務活動による収入 1,754 1,750 ▲ 4
　　　運営費交付金による収入 956 974 18
　　　授業料等による収入 724 682 ▲ 42
　　　受託研究等による収入 - 2 2
　　　補助金等による収入 33 46 13
　　　寄附金等による収入 - 4 4
　　　その他収入 39 39 0
　投資活動による収入 - 0 0
　財務活動による収入 0 - -
　前中期目標期間繰越積立金取崩額 - - -
　前年度からの繰越金 118 118 0

－

－

－

－
Ⅴ　その他設立団体の規則で定める業務運営に関する
事項 該当なし 該当なし

Ⅲ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画
該当なし 該当なし

Ⅳ　剰余金の使途 　決算において剰余金が発生した場合は、教育研究及び組織運営の改
善に充てる。 該当なし

Ⅱ　短期借入金の限度額 １　短期借入金の限度額
　　３億円
２　想定される理由
　　運営費交付金の交付時期と資金需要の期間差及び事故の発生等に
より緊急に必要となる対策費として借り入れすること。

該当なし

－

　 ２．資金計画予算
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